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月
会

３
例

令 和
２ 年

定
・行政報告（町長）
・行政事務報告（総務課長）
・教育行政報告（教育長）
・各会計補正予算９件
・条例制定１件
・条例改正９件
・副町長選任

・令和２年度各会計予算９件
・令和２年度予算関連議案３件
　　　※上記 2 件一括上程
・一般質問（７名）
・予算審査特別委員会（３日間）
・予算審査特別委員会委員長報告

３月 10~19 日（10 日間）の内容

行政報告

石 井 町 長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

�

感
染
症
対
策

医
師
確
保
対
策

◎
町
内
で
の
感
染
情
報
な
し

�
（
３
月
10
日
現
在
）

◎
指
定
感
染
症
連
絡
会
議

　

第
１
回
（
２
月
12
日
）

　
　

・
こ
れ
ま
で
の
対
応
確
認

　
　

・
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局

　
　
　

で
開
催
さ
れ
た
説
明
会
の

　
　
　

内
容
等
の
情
報
共
有

　

第
２
回
（
２
月
21
日
）

　
　

・
対
策
費
の
協
議

　
　

・
感
染
予
防
対
策
の
確
認

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　

感
染
症
対
策
本
部
会
議

　

第
１
回
（
２
月
28
日
）

　
　

・
所
管
課
の
役
割
の
明
確
化

　
　

・
発
生
時
の
対
応
等
確
認

　

第
２
回
（
３
月
３
日
）

　
　

・
住
民
周
知
内
容
の
確
認

　
　

・
小
中
学
校
臨
時
休
業
の
対
応

　

第
３
回
（
３
月
４
日
）

　
　

・
小
中
学
校
分
散
登
校
に
関

　
　
　

す
る
進
捗
状
況
確
認

　
　

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
受
入

Ｑ　新型コロナウイルス感染症対策として、町内飲食
店等への応援や助成についてどう考えているか。
Ａ町長　まだ検討していないが、アンケート等色々な
意見を聞いた中でどうするか考えていく。
Ｑ　管内毛ガニ漁の漁獲割当が前年比57％大幅減、
道水産試験場の資源量調査でも６年連続で資源量が減
少していると聞く。危機的な状況だが今後の操業の考
え方は。
Ａ産業振興課長　令和元年度漁獲計画量は100トンに
対し水揚げ30トン。令和２年度の漁獲計画量は44ト
ンとなっている。
Ｑ　除雪委託の延べ時間が前年比で1038時間減少し
ている。委託事業者の委託収入が相当減るのでは。
Ａ建設水道課長　今年度の除雪委託にかかる発注額は
5357万円、1800時間を見込んだ業務となっている。

２月末日現在の業務時間は1400時間、３月に降雪が
あったことから大体予算どおりに執行できると考えて
いる。
Ｑ　小中学校の分散登校がスタートしているが、中学
校の分散登校は30分と聞いている。30分だと着いた
らすぐ帰るというような、とても短い時間だが、その
判断基準は。
Ａ教育長　分散登校の時間については長すぎず、必要
なものをやるということで１時間を目途として指示を
している。内容は子ども達の健康状態の把握、学習状
況の把握が主なものとなるが、その内容や時間は各学
校での判断となる。中学校ではその30分で可能だと
いう判断になった。分散登校については後日報告を受
けるので、内容について聞き取り調査を行いたい。

行政事務報告等に対する 質 疑 応 答

医
師
招
へ
い
状
況

・
札
幌
市
の
医
師

７
月
に
来
町
予
定
、
病
気
の
予

防
講
演
と
医
療
相
談
を
実
施

・
旭
川
市
の
医
師

　

５
月
連
休
に
話
し
合
い
予
定

・
関
西
圏
の
医
師

　

現
在
の
勤
務
先
か
ら
転
職
意
向

の
あ
る
医
師
に
つ
い
て
、
紹
介
業

者
か
ら
採
用
希
望
の
打
診
あ
り

　
医
師
ツ
ア
ー
の
実
施

・
令
和
２
年
５
月
下
旬
実
施
予
定

国
保
病
院
の
医
療
体
制
状
況

と
医
師
の
懇
談
な
ど
を
通
し
、

雄
武
町
の
状
況
及
び
課
題
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
今
後
の

医
師
招
へ
い
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
。
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令
和
２
年
度
予
算
案
９
件
、

並
び
に
予
算
関
連
議
案
３
件
に

つ
い
て
、
予
算
審
査
特
別
委
員

会
に
お
け
る
審
査
結
果
を
報
告

い
た
し
ま
す
。

　

審
査
結
果
に
つ
き
ま
し
て

は
、
一
般
会
計
55
億
９
６
０
０

万
円
、
特
別
会
計
と
企
業
会
計

と
の
合
計
35
億
46
万
５
千
円
と

を
合
わ
せ
た
総
額
90
億
９
６
４

６
万
５
千
円
の
予
算
案
、
並
び

に
予
算
関
連
議
案
の
３
件
に
つ

い
て
の
審
査
を
終
了
し
、
採
決

の
結
果
、
令
和
２
年
度
の
９
会

計
予
算
案
及
び
予
算
に
関
連
す

る
議
案
３
件
の
計
12
件
に
つ
い

て
は
「
原
案
可
決
す
べ
き
も

の
」
と
決
定
し
た
次
第
で
あ
り

ま
す
。
な
お
、
審
査
に
当
た
り

特
に
意
見
の
多
か
っ
た
事
項
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

 

審
査
意
見 

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
る
中
小
・
小

規
模
事
業
者
へ
の
金
融
支
援
に

つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
に
伴
う
外
出
自

粛
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
売
上

が
減
少
し
て
い
る
中
小
・
小
規

模
事
業
者
を
対
象
と
し
、
運
転

資
金
を
確
保
す
る
た
め
の
緊
急

的
な
金
融
支
援
対
策
を
検
討
さ

れ
た
い
。

②
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し

た
積
極
的
な
事
業
展
開
に
つ
い

て
　

雄
武
町
の
森
林
を
将
来
に
わ

た
っ
て
も
貴
重
な
資
源
と
し
て

利
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、森
林
組
合
な
ど
と
連
携
し
、

森
林
環
境
譲
与
税
を
財
源
と
し

た
事
業
を
早
急
に
展
開
さ
れ
た

い
。

令
和
２
年
３
月
19
日

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

福　

原　

峯　

雄

令
和
２
年
度

予
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長
報
告
（
要
約
）

令和２年度各会計予算の総括

区　　　　　分 令和２年度
当初予算額

令和元年度
当初予算額

比　　較
増減額 増減率

一 般 会 計 5,596,000 5,525,000 71,000 1.3%

国民健康保険事業特別会計 699,215 705,398 △ 6,183 △ 0.9%

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 387,732 412,039 △ 24,307 △ 5.9%

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 836,941 671,990 164,951 24.5%

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 484,370 479,068 5,302 1.1%

介護サービス事業特別会計 85,282 93,969 △ 8,687 △ 9.2%

後期高齢者医療事業特別会計 72,934 70,884 2,050 2.9%

介護老人保健施設事業特別会計 141,374 129,917 11,457 8.8%

国民健康保険病院事業会計（※） 792,617 819,879 △ 27,262 △ 3.3%

合　　　　　計 9,096,465 8,908,144 188,321 2.1%

（単位：千円）

※企業会計（国民健康保険病院事業会計）の額は収益的支出と資本的支出の合計額

◎一般会計……町税、地方交付税、国庫補助金など税金をおもな収入源として町民に
　　　　　　　関わる経費を賄う会計
◎特別会計……水道や下水道、国民健康保険など利益を受ける人たちがそれに関わる
　　　　　　　経費を負担する会計
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栁 原 浩 之議 員

問　

過
去
５
年
間
の
依
願
退
職

者
数
と
退
職
理
由
は
。

総
務
課
長
　

５
年
間
で
27
名

の
退
職
者
で
あ
り
退
職
理
由
は

全
員
一
身
上
の
都
合
で
す
。

問　

志
を
持
っ
て
役
場
に
奉
職

し
た
職
員
が
５
年
間
で
多
数
退

職
、
組
織
に
問
題
は
な
い
か
。

町
長　

昨
年
10
月
か
ら
町
長

に
な
っ
た
の
で
過
去
は
わ
か
ら

な
い
し
、
本
人
の
退
職
理
由
ま

で
詮
索
し
ま
せ
ん
。

問　

町
長
就
任
後
ど
の
よ
う
な

尺
度
で
人
事
評
価
を
し
た
か
。

総
務
課
長
　

副
町
長
不
在
で

一
般
職
の
二
次
評
価
と
管
理
職

の
一
次
評
価
を
実
施
で
き
て
い

な
い
。
ま
た
、
試
行
的
段
階
で

あ
り
昇
給
・
勤
勉
手
当
に
人
事

評
価
を
反
映
で
き
て
い
ま
せ

ん
。

問　

現
在
の
人
事
計
画
は
い
つ

問　

水
産
加
工
場
支
援
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
と
思
う
が
、
町

長
の
認
識
は
。

町
長　

毛
ガ
ニ
、
鮭
の
不
漁

に
よ
り
非
常
に
経
営
が
厳
し
い

の
は
伺
っ
て
い
る
。
組
合
が
統

一
し
て
支
援
策
を
出
し
て
き
て

か
ら
検
討
し
た
い
が
ま
だ
来
て

い
な
い
。
一
応
支
援
策
は
考
え

て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

作
成
し
た
か
。

総
務
課
長
　

本
町
で
人
事
計

画
は
作
成
し
て
い
ま
せ
ん
。

問　

ど
こ
の
部
署
に
何
名
必
要

と
い
う
編
制
と
編
成
に
つ
い
て

考
え
て
い
る
か
。

総
務
課
長
　

詳
細
な
計
画
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
行
政
需
要
に

基
づ
い
て
適
正
な
配
置
を
考
え

て
い
ま
す
。

問　

副
町
長
人
事
に
伴
い
人
事

異
動
が
あ
る
が
、
町
長
交
代
の

た
び
に
人
事
計
画
が
変
わ
れ
ば

職
員
の
人
生
計
画
及
び
役
場
の

将
来
計
画
も
立
た
な
い
の
で
は
。

町
長　

や
っ
と
就
任
半
年
で

あ
り
４
月
１
日
か
ら
副
町
長
も

選
任
さ
れ
、
順
次
い
ろ
ん
な
部

分
を
手
が
け
て
い
き
た
い
。

町
職
員
の
状
況
・
人
事
管
理

道
の
駅
の
位
置
づ
け

財
政
調
整
基
金
の
運
用

水
産
加
工
場
へ
の
支
援

出
張
と
危
機
管
理

５
年
間
で
27
名
の
退
職
、
組
織
に
問
題
は

　

町
長　

昨
年
10
月
町
長
に
な
り
過
去
の
事
は
わ
か
ら
な
い

問質
般一

日
に
道
内
53
番
目
の
道
の
駅
と

し
て
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

問　

雄
武
の
道
の
駅
の
評
価
が

低
い
が
理
由
は
。

町
長　

今
現
在
の
実
態
に

合
っ
て
い
な
い
の
か
と
思
う
の

で
将
来
的
に
考
え
て
い
き
た

い
。

３月定例会

問　

道
の
駅
が
で
き
た
経
緯
は
。

産
業
振
興
課
長
　

各
種
条
件

を
ク
リ
ア
し
平
成
10
年
４
月
17

問　

財
政
調
整
基
金
を
ど
の
よ

う
に
運
用
し
た
か
。

財
務
企
画
課
長
　

大
型
事
業
、

災
害
、
突
発
的
な
収
入
の
大
幅

減
等
に
充
当
し
て
き
ま
し
た
。

問　

雄
武
高
校
存
続
対
策
で
財

政
調
整
基
金
を
１
億
円
切
り
崩

し
た
が
根
拠
は
。

財
務
企
画
課
長
　

処
分
で
き

る
６
項
目
中
の
特
に
町
長
が
必

要
と
認
め
る
事
項
に
よ
り
、
政

策
に
必
要
と
判
断
し
対
応
し
ま

し
た
。

問　

２
月
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
問
題
が
発
生
し
て
か

ら
も
副
町
長
欠
の
状
況
で
10
日

以
上
の
出
張
が
あ
る
。
突
発
的

な
事
態
へ
の
体
制
は
。

町
長　

出
張
の
際
は
携
帯
電

話
の
電
源
は
切
る
こ
と
な
く
何

か
あ
れ
ば
す
ぐ
帰
っ
て
く
る
体

制
は
と
っ
て
い
る
。
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高
齢
者
等
に
対
す
る

�

ゴ
ミ
出
し
支
援

加
齢
性
難
聴
に
対
す
る

�

補
聴
器
助
成

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
に
助
成
を

　

町
長　

独
自
制
度
ま
だ
少
な
い
、
全
国
的
実
施
状
況
を
注
視

問　

政
府
は
、
ゴ
ミ
出
し
支
援

を
行
っ
て
い
る
自
治
体
に
対
し

て
特
別
交
付
税
措
置
を
講
ず
る

こ
と
を
決
め
た
そ
う
で
す
が
、

雄
武
町
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

住
民
生
活
課
長
　

雄
武
町
で

は
交
付
税
措
置
の
対
象
と
な
る

取
り
組
み
は
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
現
状
は
、
親
戚
や
隣
近
所

の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
対
応
し

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

問　

せ
っ
か
く
政
府
が
特
別
交

付
税
措
置
を
講
ず
る
と
言
っ
て

い
る
の
で
す
か
ら
、
該
当
す
る

高
齢
世
帯
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
の

か
に
つ
い
て
調
査
す
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
が
。

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長　

地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
生

活
に
関
す
る
相
談
の
中
で
、
ゴ

ミ
の
処
理
に
関
す
る
事
も
含
め

て
、
生
活
上
の
課
題
の
解
決
に

つ
い
て
関
係
者
と
相
談
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問　

加
齢
性
難
聴
に
対
す
る
補

聴
器
購
入
と
い
う
の
は
70
デ
シ

ベ
ル
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
そ

れ
以
上
の
人
は
身
体
障
が
い
者

の
認
定
が
受
け
ら
れ
な
い
た

め
、
購
入
助
成
の
対
象
外
と

な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

こ
う
し
た
軽
・
中
度
の
加
齢
性

の
難
聴
者
と
い
う
の
は
聴
力
低

下
の
進
行
と
と
も
に
ひ
き
こ
も

り
、
そ
し
て
閉
じ
こ
も
り
へ
と

進
行
し
、
こ
れ
が
頻
繁
に
な
っ

て
く
る
と
認
知
症
発
症
の
リ
ス

ク
に
な
る
と
の
報
告
も
あ
り
ま

す
。
北
見
市
の
よ
う
に
軽
・
中

度
の
方
に
補
聴
器
を
現
物
で
支

給
し
た
り
、
購
入
費
を
助
成
し

て
い
る
自
治
体
も
出
て
き
て
い

ま
す
が
、
町
長
の
考
え
方
を
伺

い
ま
す
。

町
長　

雄
武
町
で
は
障
害
者

総
合
支
援
法
に
基
づ
く
補
装
具

費
の
支
給
制
度
を
用
い
て
補
聴

器
助
成
を
行
っ
て
お
り
、
独
自

制
度
の
実
施
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。
軽
・
中
度
の
方
へ
独
自
の

制
度
で
助
成
し
て
い
る
自
治
体

は
道
内
で
北
見
市
と
赤
井
川
村

で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
少
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
全
国
的
な
実

施
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

業
推
進
協
議
会
を
開
催
し
、
改

め
て
全
農
家
に
事
業
参
加
希
望

を
取
っ
た
と
こ
ろ
、
15
戸
の
希

望
が
あ
り
、
計
画
飼
養
頭
数
や

糞
尿
処
理
状
況
の
調
査
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
基
礎

調
査
を
踏
ま
え
、
整
備
方
法
や

売
電
方
法
、
送
電
線
を
ど
う
す

る
か
な
ど
、
実
現
に
向
け
た
詳

細
な
調
査
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

問　

行
政
執
行
方
針
に
あ
り
ま

す
よ
う
に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
と
い
う
点
で
は
森
林
資

源
の
活
用
の
問
題
が
あ
り
ま

す
。
雇
用
の
拡
大
に
も
繋
が
る

と
思
う
の
で
す
が
。

町
長　

今
年
度
か
ら
始
ま
る

森
林
環
境
税
の
関
係
で
執
行
方

針
に
は
入
っ
て
い
ま
す
が
、
一

番
の
問
題
は
雇
用
の
問
題
で
、

通
年
雇
用
を
ど
う
す
る
の
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
環
境
税
の
活

用
と
の
関
係
で
考
え
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

福原峯雄議員

問　

行
政
執
行
方
針
に
バ
イ
オ

ガ
ス
へ
の
取
り
組
み
を
行
う
と

あ
り
ま
す
。
現
状
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

町
長　

今
年
度
農
業
者
の
意

向
調
査
、
集
中
型
バ
イ
オ
マ
ス

プ
ラ
ン
ト
の
概
算
運
営
収
支
の

作
成
、
そ
し
て
バ
イ
オ
マ
ス
事

問質
般一

３月定例会
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金田壽夫議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

�

感
染
症
予
防
対
策

新
型
コ
ロ
ナ
、
町
内
業
者
へ
の
支
援
は

　

町
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
商
工
会
と
相
談
、
支
援
考
え
る

３月定例会

【ホテル日の出岬】
朝食をバイキングスタイルから御膳形式に変更。

【外国人技能実習生】
各事業所で対応、部屋を確保できない事業所等については、町が宿舎等を借入。

【雄愛園・デイサービスセンター】
入所者も毎日体温測定、家族等面会も職員と同様に体温測定や手指消毒、マス
ク着用依頼、風邪症状等のある方の面会を制限。

【保育所】
学校が休校開始となった２月 27 日以降の登所人数は 50％程度、親が集団感染
リスクを避け予防を考えてのことだと思われる。児童送迎時の保護者の入所時
には、咳エチケットや手指消毒を依頼。３月の所内行事は全て中止。

【子育て支援センター】
一般開放及び親子教室その他行事を中止。育児相談は電話等で対応を行う。

【児童センター】
放課後児童クラブ員１～６年生で 90 名、うち１人で家にいることが困難な１
～３年生の 65 人を対象に実施し春休み終了まで継続、一般利用は当面の間中止、
感染予防に対し保育所同様に万全を期しています。

【国保病院・老健ハマナス】
院内感染予防対策では、受付は機械でなく窓口で、風邪症状の患者には状態に
応じた待機場所や診察場所を変更して対応。入院患者、入所者の面会は原則禁
止。搬入業者には職員が出向いて対応、夜間、休日は正面玄関を施錠しインター
ホンを利用。

問　

現
在
、
世
界
中
を
脅
か
し

て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
つ
い
て
、
感
染
者
を
出
さ
な

い
た
め
の
予
防
策
を
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

各
課
長　

各
部
署
に
お
い
て

当
然
の
予
防
対
策
と
し
て
、
毎

日
の
検
温
、
マ
ス
ク
着
用
、
手

洗
い
の
習
慣
、
消
毒
液
の
設

置
、
午
前
午
後
の
消
毒
作
業
、

体
調
の
悪
い
職
員
は
休
暇
を
取

る
、
外
来
者
の
対
応
は
玄
関
ま

た
は
責
任
者
が
立
ち
会
う
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

施
設
ご
と
の
対
応
に
つ
い
て

は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

問質
般一
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雄
武
高
校
卒
業
生
の
就
職

者
支
援
対
策

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
建

て
替
え
計
画

問　

皆
様
が
大
変
な
思
い
で
、

危
機
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
雄
武
町

民
が
冷
静
に
安
心
安
全
に
対
処

で
き
る
情
報
を
出
し
、
町
民
の

た
め
一
層
努
力
し
て
頂
き
た

い
。
次
に
感
染
予
防
の
た
め
外

出
自
粛
に
よ
る
町
内
事
業
者
へ

の
影
響
と
支
援
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

産
業
振
興
課
長
　

中
小
企
業

者
等
へ
の
影
響
調
査
を
商
工
会

に
依
頼
し
て
３
月
13
日
を
回
答

期
限
と
し
て
お
り
、
調
査
結
果

に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
集
計
し

ま
す
が
、
回
答
の
中
に
は
昨
年

の
同
時
期
の
売
り
上
げ
に
比
べ

て
２
割
か
ら
５
割
減
少
し
て
い

る
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
国

や
道
の
支
援
策
の
動
向
を
見
な

が
ら
町
独
自
の
支
援
が
必
要
か

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
長　

国
や
道
の
動
向
を
見

な
が
ら
、
町
と
し
て
も
早
い
時

期
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
、
商
工
会
と
も
相
談

し
、支
援
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問　

小
規
模
事
業
者
は
２
～

３
ヵ
月
で
資
金
シ
ョ
ー
ト
に
つ

な
が
り
ま
す
。
先
手
を
打
っ
て

支
援
策
を
設
立
し
て
頂
き
た
い
。

問　

大
事
な
案
件
を
２
ヶ
月
あ

ま
り
で
町
民
の
意
見
も
聞
か

ず
、
ご
り
押
し
的
な
形
で
急
い

だ
感
が
あ
り
、
そ
れ
で
町
民
の

見
え
る
町
政
が
出
来
る
の
で

し
ょ
う
か
。
賛
否
両
論
あ
る
中

で
議
長
の
可
否
に
よ
り
議
案
ど

お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。
雄
武

高
校
卒
業
生
の
就
職
す
る
方
に

も
少
額
で
も
就
職
祝
い
金
、
又

は
支
度
金
を
出
す
事
に
は
全
員

が
賛
成
し
た
と
記
憶
し
て
い
ま

す
。
係
が
違
う
と
の
答
弁
だ
け

で
就
職
祝
い
金
、
ま
た
は
支
度

金
を
出
す
事
に
ど
こ
に
も
意
見

が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の

こ
と
は
高
校
存
続
支
援
に
も
な

り
、子
育
て
支
援
に
も
繋
が
り
、

定
住
対
策
に
も
な
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
就
職
者
支

援
の
実
施
に
つ
い
て
町
長
の
お

考
え
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

町
長　

今
の
段
階
で
は
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。

館
が
欲
し
い
と
、
町
民
の
声
も

多
い
。
１
月
に
行
わ
れ
た
「
子

供
の
主
張
発
表
会
」
に
お
い
て

も
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
運
動

で
き
る
総
合
的
施
設
が
必
要
で

あ
る
と
の
主
張
に
、
私
も
賛
同

い
た
し
ま
し
た
。
訓
子
府
町
で

は
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

を
作
り
、
個
人
の
利
用
が
７
・

５
倍
に
伸
び
て
、
150
メ
ー
ト
ル

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
、
高
さ

６
メ
ー
ト
ル
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

壁
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
体
力
作
り

に
器
具
を
置
き
１
回
100
円
、
高

校
生
以
下
は
無
料
に
し
て
解
放

し
て
い
る
。
特
に
冬
季
間
は
室

内
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
出
来
る
の
が

有
難
い
と
の
声
も
多
い
そ
う
で

す
。
補
修
工
事
に
何
百
万
も
使

う
の
で
あ
れ
ば
、
早
期
に
建
て

替
え
た
方
が
良
い
と
思
う
が
、

児
童
セ
ン
タ
ー
の
後
ろ
の
場
所

に
建
設
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

町
長　

訓
子
府
町
で
の
建
設

費
は
12
億
円
と
聞
い
て
い
ま

す
。
建
設
位
置
や
お
金
の
面
で

も
、
き
ち
っ
と
計
画
を
立
て
て

整
備
の
検
討
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　

早
急
に
対
策
を
し
て
、
令

和
５
年
度
く
ら
い
に
建
て
替
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

に
、
平
成
30
年
度
に
調
査
研
究

と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
調
査
研

究
の
結
果
と
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
お
伺
い
致
し
ま
す
。

教
育
長　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
は
44
年
が
経
過
し
、
整
備
は

従
前
か
ら
の
課
題
と
な
っ
て
お

り
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
に
お
い

て
は
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
利

用
団
体
等
か
ら
意
見
聴
取
を
行

い
、ア
リ
ー
ナ
の
床
改
修
、ト
レ
ー

ニ
ン
グ
機
器
の
整
備
、
観
覧
席
な

ど
の
要
望
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
教
育
施
設
長
寿
命
化
計

画
に
よ
る
老
朽
化
調
査
で
は
、
広

範
囲
に
劣
化
し
て
い
る
と
の
判

定
結
果
が
出
て
お
り
、
関
係
者
か

ら
の
意
見
も
踏
ま
え
ま
す
と
大

規
模
な
改
修
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
加
え
て
関
連
す
る
武
道
セ
ン

タ
ー
や
町
営
学
校
プ
ー
ル
も
相

当
年
を
経
過
し
て
お
り
ま
す
こ

と
か
ら
、
体
育
施
設
の
複
合
化
も

視
野
に
入
れ
て
建
て
替
え
、
ま
た

は
町
寿
命
化
改
修
の
整
備
を
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

問　

子
ど
も
達
は
町
外
へ
の
遠

征
が
多
く
、
応
援
す
る
家
族
に

と
っ
て
も
送
迎
な
ど
大
変
な
思

い
を
し
て
い
ま
す
。
逆
に
地
方

か
ら
集
ま
れ
る
、呼
べ
る
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
、
又
は
総
合
体
育

３月定例会

問　

第
６
期
雄
武
町
総
合
計
画

問質
般一
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問　

観
光
協
会
に
お
け
る
令
和

２
年
度
の
計
画
と
、
雄
武
町
観

光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
推
進
委
員

会
の
動
向
は
。

町
長　

観
光
協
会
で
は
旅
行

業
登
録（
営
業
の
ラ
イ
セ
ン
ス
）

の
取
得
を
進
め
て
お
り
、
町
内

各
産
業
団
体
等
と
の
連
携
も
計

画
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
に
つ

い
て
は
各
種
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
ホ
テ
ル
日
の
出
岬
等
の
宿
泊

施
設
と
連
動
さ
せ
た
ツ
ア
ー
の

販
売
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
観

光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
推
進
に
お

い
て
は
、
本
町
の
拠
点
と
な
る

日
の
出
岬
エ
リ
ア
を
今
後
ど
の

よ
う
に
整
備
し
て
い
く
か
、
現

在
協
議
を
重
ね
て
い
る
段
階

で
す
。
更
に
令
和
２
年
度
以

降
、
こ
の
構
想
を
基
に
日
の
出

岬
エ
リ
ア
の
整
備
の
青
写
真
を

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
ホ
テ
ル
日
の
出
岬
へ
の
影

響
と
対
応
支
援
は
。

町
長　

宿
泊
稼
働
率
は

27
％
、
温
泉
稼
働
率
が
73
％
、

レ
ス
ト
ラ
ン
稼
働
率
が
50
％
で

す
。
減
収
減
益
に
つ
い
て
は
経

営
改
善
の
一
環
と
し
て
増
資
の

手
続
き
を
進
め
て
お
り
、
当
面

現
金
が
不
足
す
る
と
い
っ
た
事

態
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

描
い
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
オ
ー
ト
サ
イ
ト

や
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
の

意
見
も
あ
り
、
総
合
的
に
ホ
テ

ル
を
核
と
し
た
整
備
案
が
推
進

委
員
会
の
中
で
あ
る
程
度
議
論

さ
れ
て
い
く
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

問　

日
の
出
岬
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
改
修
す
る
の
か
、
解
体

す
る
の
か
。

町
長　

現
在
、
建
設
水
道
課

に
お
い
て
修
理
費
の
試
算
を
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
結
果
を
見

て
や
む
な
く
解
体
す
る
か
、
修

復
し
て
使
う
か
検
討
し
、
使
い

道
に
つ
い
て
は
推
進
委
員
会
の

中
で
考
え
て
頂
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。　

問　

今
後
の
「
雄
武
の
宝
う
ま

い
も
ん
ま
つ
り
」
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

町
長　

観
光
協
会
を
中
心
に

協
議
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と

観
光
振
興
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

�

ホ
テ
ル
日
の
出
岬
へ
の
対
応

水
産
加
工
業
界
の

�

経
営
安
定
化

日
の
出
岬
セ
ン
タ
ー
は
改
修
か
、
解
体
か

　

町
長　

試
算
結
果
を
見
て
判
断
、
推
進
委
員
会
に
て
検
討
す
る

３月定例会

思
う
が
、
食
を
テ
ー
マ
に
し
た

参
加
型
の
企
画
を
増
や
し
て

い
っ
た
ら
ど
う
か
。
具
体
的
に

商
標
登
録
と
な
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
い
く
ら
す
じ
子
」
を
活

用
し
た
食
メ
ニ
ュ
ー
を
町
民
か

ら
公
募
し
て
、
ま
つ
り
の
中
で

コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
、
採
用
さ

れ
た
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
町

の
飲
食
店
や
道
の
駅
で
提
供
で

き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

溝田昌志議員

問　

水
産
加
工
業
界
の
経
営
安

定
化
に
対
す
る
対
応
と
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
に
よ
る
業

界
へ
の
支
援
は
。

町
長　

町
の
支
援
も
そ
う
だ

が
、
加
工
業
界
が
自
助
努
力
で

一
次
加
工
の
部
分
を
も
う
少
し

進
め
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
町
が

一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
く
ほ
う

が
良
い
の
で
は
な
い
か
。ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
に
対

す
る
策
は
国
、
道
が
支
援
策
を

考
え
て
い
る
関
係
で
、
町
と
し

て
考
え
て
い
な
い
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
だ
具
体
策
は
現
在

考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
加
工
協

か
ら
の
具
体
的
な
要
望
を
待
っ

て
い
る
状
態
で
す
。

問質
般一



議会だより　№1709

公
約
に
掲
げ
る

�

医
療
バ
ス
の
運
行

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
取
組

条
件
が
多
岐
に
わ
た
る
医
療
バ
ス
、
困
難
で
は

　

町
長　

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
取
り
、
病
院
と
も
協
議
し
て
い
く

問　

二
次
医
療
受
診
の
た
め
遠

隔
地
の
総
合
病
院
へ
通
院
す
る

町
民
の
困
難
さ
を
行
政
上
の
課

題
と
し
て
取
り
上
げ
た
石
井
町

長
に
は
敬
意
を
表
し
ま
す
。
た

だ
し
医
療
バ
ス
を
運
行
す
る
に

は
目
的
地
、
病
院
、
診
療
科
、

予
約
日
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
条

件
が
必
要
と
な
る
。
制
度
化
す

る
の
は
困
難
と
考
え
る
が
。

町
長　

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
り
通
院
す
る
病
院
と
も
協
議

し
、
制
度
設
計
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

問　

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
つ
い
て

の
認
識
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

病
院
事
務
長
　

課
題
も
多
く

患
者
の
安
全
安
心
面
で
ま
だ
疑

問
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
だ
普
及
が
進
む
と
か
な
り
有

効
な
も
の
に
な
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

問　

５
Ｇ
の
通
信
時
代
に
入
り

数
百
倍
の
通
信
速
度
、
画
像
処

理
に
な
り
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
が

現
実
の
も
の
に
な
り
ま
す
。
医

師
不
足
で
悩
む
地
域
医
療
を
劇

的
に
変
え
る
診
療
形
態
に
な
り

ま
す
。
取
り
組
む
べ
き
課
題
と

思
う
が
。

町
長　

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
が

一
定
程
度
増
え
て
い
る
と
思
う

が
、
患
者
の
安
心
に
つ
い
て
疑

問
が
あ
る
。
技
術
が
進
ん
で
い

く
の
で
動
向
を
見
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

ま
す
。
雄
武
町
と
は
比
較
に
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
今

年
度
中
に
な
ん
と
か
前
向
き
な

方
向
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　

雄
武
町
の
一
次
産
品
は
ブ

ラ
ン
ド
価
値
が
非
常
に
高
い
、

し
か
し
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
活
か

す
商
品
企
画
が
十
分
で
な
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
人
気
商
品
が

常
に
欠
品
状
態
で
、
納
税
希
望

者
を
取
り
逃
し
て
い
る
状
態
で

す
。
商
品
企
画
力
の
向
上
、
人

気
商
品
の
欠
品
防
止
策
（
在
庫

対
策
）
を
進
め
る
に
は
現
在
、

財
務
企
画
課
で
行
っ
て
い
る
業

務
を
、思
い
切
っ
て
観
光
協
会
・

商
工
会
な
ど
に
委
託
し
て
は
ど

う
か
。

町
長　

い
ま
ま
で
も
検
討
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
経
費

を
給
付
額
の
50
％
の
枠
に
抑
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
現
時
点
で
は
な
か
な
か
難

し
い
と
い
う
事
を
内
部
で
検
討

し
て
い
る
段
階
で
す
。
な
ん
と

か
早
い
時
期
に
そ
う
い
う
部
分

の
解
消
に
向
け
て
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問　

１
月
、
子
ど
も
の
主
張
発

表
会
で
雄
武
小
学
校
の
児
童
が

「
お
年
寄
り
も
子
ど
も
も
利
用

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を

造
っ
て
欲
し
い
、
建
設
資
金
は

雄
武
町
の
名
産
品
が
い
っ
ぱ
い

あ
る
の
で
そ
れ
を
利
用
し
て
財

源
を
作
っ
て
は
」
と
素
晴
ら
し

い
発
表
を
し
て
い
ま
す
。
ふ
る

さ
と
納
税
の
取
り
組
み
で
十
分

可
能
と
思
い
ま
す
。
発
想
を
変
え

た
取
り
組
み
を
し
て
頂
き
た
い
。

※
そ
の
ほ
か
町
補
助
金
受
領
団

体
の
情
報
開
示
が
不
十
分
、
規

定
条
例
の
整
備
が
必
要
と
町
の

考
え
を
伺
い
ま
し
た
。
ま
た
、

雄
武
町
職
員
提
案
、
町
民
政
策

提
案
制
度
の
制
度
上
の
問
題
に

つ
い
て
石
井
町
長
の
考
え
を
伺

い
ま
し
た
。

嶋村義文議員

３月定例会

問　

紋
別
市
の
ふ
る
さ
と
納
税

額
が
本
年
度
予
算
で
50
億
円
と

な
っ
て
お
り
、
住
民
税
収
入

28
億
円
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い

る
。
こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
か
。

町
長　

紋
別
市
の
ふ
る
さ
と

納
税
は
躍
進
し
て
い
る
と
聞
き

問質
般一
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問　

高
速
医
療
バ
ス
の
運
行
は

今
後
、
雄
武
国
保
病
院
の
外
来

患
者
数
や
入
院
患
者
数
を
増
加

さ
せ
て
収
益
も
上
げ
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
時
に
、
他
の

病
院
に
人
が
流
れ
て
い
く
よ
う

な
仕
組
み
を
作
る
こ
と
に
は
な

ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
長　

雄
武
国
保
病
院
は
、

地
域
を
守
る
た
め
の
砦
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
で
す
の

で
、
そ
こ
を
無
視
し
て
、
高
速

医
療
バ
ス
を
走
ら
せ
る
も
の
で

は
な
い
で
す
。

問　

高
速
医
療
バ
ス
を
走
ら
せ

る
こ
と
と
雄
武
国
保
病
院
の
再

生
を
、
同
時
に
課
題
解
決
す
る

こ
と
は
可
能
で
す
か
。

町
長　

私
は
可
能
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

問　

町
長
は
雄
武
町
の
住
宅
不

足
対
策
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
お
考
え
で
す
か
。

町
長　

住
宅
事
情
に
つ
い
て

は
、
公
営
住
宅
は
所
得
制
限
が

あ
っ
て
入
居
で
き
な
い
と
い
う

話
や
、
興
部
か
ら
通
っ
て
い
る

と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。
何
と

か
年
内
に
個
人
資
本
に
よ
る
Ｐ

Ｆ
Ｉ
（
民
間
主
導
で
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
）方
式
を
検
討
し
、

な
る
べ
く
早
く
方
向
性
を
見
出

し
取
り
組
め
る
よ
う
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

現
在
、
町
の
管
理
す
る
住

宅
の
戸
数
と
、
町
営
住
宅
の
用

途
変
更
を
行
う
予
定
は
。

税
財
管
理
課
長
　

町
の
管
理

す
る
町
営
住
宅
は
275
戸
あ
り
ま

す
。
用
途
変
更
に
つ
い
て
は
、

建
物
の
耐
用
年
数
が
経
過
し
た

公
営
住
宅
等
に
対
し
、
条
件
が

合
致
し
た
場
合
に
用
途
廃
止
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
内
部

改
修
等
を
行
い
、
町
が
管
理
す

る
住
宅
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
入

居
の
際
の
所
得
条
件
等
を
大
幅

に
緩
和
し
た「
町
有
一
般
住
宅
」

と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
令
和
３
年
度
に
潮
見
団
地

の
１
棟
２
戸
を
町
有
一
般
住
宅

と
し
て
活
用
す
る
計
画
が
あ
り

ま
す
。
な
お
今
後
も
、
末
広
一

区
団
地
及
び
魚
田
団
地
の
建
て

替
え
も
計
画
し
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
際
に
一
部
の
住
宅
に

つ
い
て
は
町
有
一
般
住
宅
へ
の

変
更
の
是
非
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　

今
後
、
こ
の
雄
武
の
地
域

医
療
に
つ
い
て
個
人
病
院
の
先

生
と
対
話
の
機
会
を
持
つ
こ
と

は
お
考
え
で
す
か
。

町
長　

何
回
か
個
人
病
院
の
先

生
と
色
々
と
お
話
を
し
て
い
る
。

問　

町
長
は
選
挙
公
約
の
中
で

も
最
重
要
政
策
と
し
て
雄
武
国

保
病
院
の
再
生
を
掲
げ
て
お
ら

れ
ま
す
。
具
体
的
に
何
を
も
っ

て
雄
武
国
保
病
院
の
再
生
と
考

え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

町
長　

国
保
病
院
の
運
営

は
、
一
般
会
計
か
ら
今
、
３
億

５
千
万
円
出
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
不
採
算
で
あ
っ
て
も
、

公
立
病
院
の
使
命
は
果
た
し
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
医

師
は
や
は
り
最
低
で
も
２
名
体

制
で
な
い
と
町
民
が
安
心
し
て

安
全
な
医
療
を
受
け
ら
れ
な
い

と
考
え
ま
す
。
医
療
体
制
が
き

ち
ん
と
で
き
な
い
と
安
心
し
て

国
保
病
院
と

�

高
速
医
療
バ
ス

住
宅
不
足
へ
の
対
策

国
保
病
院
再
生
と
高
速
医
療
バ
ス
、

　
　
同
時
に
課
題
解
決
は
可
能
で
す
か

　

町
長　

私
は
可
能
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す

３月定例会

病
院
に
か
か
れ
な
い
。
病
院
経

営
と
町
民
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
の
両
面
で
再

生
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

遠藤友宇子議員
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新
図
書
館
の
現
状
と

�

今
後
の
在
り
方

森
林
環
境
税
と

�

森
林
環
境
譲
与
税

森
林
環
境
譲
与
税
を
利
用
し
た
業
務
、

　
現
状
体
制
で
こ
な
せ
る
か

　

産
業
振
興
課
長　
現
状
体
制
で
可
能
、
計
画
作
成
し
事
業
進
め
る

問　

新
図
書
館
が
で
き
て
７
か

月
、
町
長
が
ご
覧
に
な
っ
た
新

図
書
館
の
現
状
と
今
後
の
在
り

方
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長　

新
図
書
館
は
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
町
民
が
楽
し

く
学
び
交
流
す
る
こ
と
が
で
き

る
、
生
涯
学
習
の
新
た
な
学
び

の
場
と
な
っ
た
。
来
館
者
は
２

～
４
倍
増
加
し
て
お
り
、
本
を

借
り
る
だ
け
で
は
な
く
本
を
通

じ
て
居
場
所
作
り
と
し
て
の
機

能
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。
今
後

も
イ
ベ
ン
ト
や
学
習
す
る
機
会

を
増
や
し
利
用
者
に
楽
し
く
学

ぶ
機
会
を
提
供
し
、
雄
図
ぴ
あ

を
よ
り
良
い
図
書
館
に
し
て
い

き
た
い
。

問　

国
立
国
会
図
書
館
の
図
書

向
け
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
送
信

サ
ー
ビ
ス
に
は
参
加
し
て
い
ま

す
か
。

教
育
長　

参
加
は
し
て
い
な

い
。
ニ
ー
ズ
が
な
か
っ
た
こ
と

と
、
旧
図
書
館
で
は
機
器
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
環
境
が
整
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
主
な
理
由
。
新

図
書
館
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

は
整
っ
て
い
る
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
閲
覧
用
機
器
の
デ
ー
タ

受
信
は
禁
止
し
て
い
る
た
め
、

利
用
条
件
等
近
隣
で
実
施
し
て

い
る
図
書
館
か
ら
情
報
収
集
し

て
参
加
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問　

国
立
国
会
図
書
館
は
「
日

本
国
内
で
出
版
さ
れ
た
全
て
の

出
版
物
を
収
集
保
存
す
る
日
本

で
た
だ
ひ
と
つ
の
法
定
納
本
図

書
館
」
で
す
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
管

内
で
は
美
幌
図
書
館
の
み
が
現

在
導
入
。
他
市
町
村
の
動
向
を

鑑
み
る
と
い
う
の
は
マ
イ
ナ
ス

の
響
き
に
し
か
思
え
な
い
。

教
育
長　

美
幌
町
か
ら
の
情

報
を
得
て
、
前
向
き
に
考
え
て

い
き
た
い
と
思
う
。

問　

森
林
環
境
税
と
森
林
環
境

譲
与
税
の
扱
い
を
含
め
町
内
の

林
業
関
係
の
全
般
の
仕
事
を
現

状
の
体
制
で
こ
な
せ
る
も
の
で

し
ょ
う
か
。

町
長　

森
林
組
合
の
若
い
職

員
の
方
か
ら
環
境
税
を
利
用
し

た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
20
項
目
ほ
ど

持
っ
て
き
て
い
た
だ
い
た
。
現

状
は
通
年
雇
用
・
人
手
不
足
・

高
齢
化
が
ネ
ッ
ク
に
な
る
が
、

今
後
環
境
税
を
使
い
な
が
ら
担

い
手
育
成
も
大
き
く
取
り
上
げ

て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長
　

町
や
森
林

組
合
、
そ
の
他
林
業
事
業
体

が
、
森
林
経
営
計
画
を
作
成
し

た
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
造
林
事

業
や
伐
採
事
業
を
進
め
て
い
る

の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
現
状

の
体
制
で
可
能
と
考
え
る
。

問　

令
和
元
年
９
月
の
定
例
会

で
雄
武
町
森
林
環
境
譲
与
税
基

金
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
基
金
の
規
模
の
試
算
は
。

産
業
振
興
課
長
　

去
年
９
月

に
条
例
制
定
し
て
譲
与
税
の
１
回

目
の
収
入
が
あ
り
、
令
和
２
年
と
３

年
が
２
５
１
８
万
８
千
円
、
令
和

４
年
と
５
年
が
３
２
５
９
万
７
千

円
。
令
和
元
年
か
ら
の
５
年
間
で

１
億
２
７
４
２
万
３
千
円
が
交
付

予
定
。

問　

森
林
組
合
の
従
来
の
仕
事

プ
ラ
ス
森
林
環
境
譲
与
税
を

使
っ
た
他
の
新
し
い
仕
事
を
こ

な
せ
る
と
お
考
え
で
す
か
。

産
業
振
興
課
長
　

は
い
。
１

月
と
３
月
に
町
と
森
林
組
合
の

職
員
が
集
ま
り
協
議
し
た
。
現

場
に
入
る
方
々
も
高
齢
化
し
て

い
る
し
人
数
も
少
な
い
の
で
、

雇
用
確
保
の
面
か
ら
も
協
議
し

て
い
く
。
様
々
な
事
業
を
や
っ

て
い
た
だ
き
森
林
組
合
に
は
充

実
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う

の
で
、
行
政
サ
イ
ド
も
で
き
る

だ
け
努
力
は
し
て
い
き
た
い
。佐藤　寧議員

３月定例会問質
般一
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→　「２回の全員協議会では審議が不十分であり、
内容を精査する必要があることから、所管の総務
文教常任委員会に付託し、閉会中の継続審査とす
べき」と意見が出ました。
→　所定の賛成者もあることから、所管の総務文
教常任委員会への付託と閉会中の継続審査をする
かどうか、議員８名による無記名投票が行われま
した。
→　投票の結果、賛否同数となり、議長採決によ
り委員会への付託および継続審査は「否決」となり、
その後、討論へと移りました。

反対討論

反対討論

反対討論

賛成討論
佐藤議員▶基本的に賛成だ
が、この条例の策定の仕方
が昨年12月４日に出されて
から十分な話し合いが行わ
れぬまま今日を迎えたこと
に苦言を呈したい▶子ども
たちが現高校３年生から奨
学金をもらい、大学や社会
という学びの場で雄武町民
としての誇りを持って勉
強してもらえることを強く
願っている
福原議員▶日本は先進35ヵ
国の中で最低の教育予算と
の報告があり、昔から非常
に教育予算に対する支援が
低いと感じる▶制度に不備
があったとしても後で修正
は可能▶親の生活力に影響
されることなく大学や専門
学校へ行けるよう支援する
奨学金制度に賛成だ



議会だより　№17013

Ｑ 提案理由が雄武高等学校存続対策
とあるが、 今回の高校卒業生から適用す
る理由は。

Ａ 新入生はもとより在校生を含めて
人材育成を図り、 高等教育の進学率上
昇・学力向上を図ることで雄武高校の魅
力作りが高められることを念頭において
いる。

Ｑ この案件は子育て支援の意味合い
が強いのでは。小中高校生の学力アップ
のためにも学習塾を定着させたり、 寮の
設置を考えてはどうか。

Ａ まず雄武高校の学力を上げ、 魅力作
りをすることが先決と考える。雄武中学
校を卒業する子どもたちが、 なるべく多
く雄武高校に入学して、 雄武高校を存続
させていくことが大切だ。

Ｑ この条例が制定されると、 お金の給
付や貸付が通年となってくる。もっと検
討し議論をなすべきではないか。町民や
当事者、 有識者へのアンケートは行った
のか。

Ａ 実施していない。 

Ｑ ３万円の根拠は。

Ａ 近隣市町村の状況や町財政などを
ふまえて部内で協議し決定した。

Ｑ 奨学金の不適切な使用があった場
はどのようなことを想定しているのか。
もらったお金をどのように使ったかは確 
認することができないと思うが。

Ａ あくまでも対象者を信用するしか
ない。

Ｑ 貸付金の回収はどのように行うの
か。

Ａ 教育委員会が行う。

Ｑ 雄武高校の卒業に対し奨学金を給
付することが学力の向上につながるもの
か気になっている。雄武高校入学者が増
えることは良いことだが、その子どもた
ちをどう伸ばしていくか、町としての考
えは。

Ａ 無線LAN環境を整備して、現在希
望の大学に進学したくても足りない教科
については、他高校とタブレットなどの
環境を整備して補っていく考えで進んで
いる。

Ｑ 平成31年度に制定された雄武町建
設技術職員条例との併用は可能か。

Ａ 制度の趣旨が異なるということで
併用は可能。

Ｑ 平成28年に雄武中学校を卒業した
43名のうち、雄武高校に入学した23名、
その中で進路希望調査から14名に対して
の奨学金を助成するという説明を受けた
が、 その理解でよろしいか。

Ａ そのとおりです。

Ｑ 親は雄武にいて子どもは町外の高
校に進学している方々は該当にならない
ことに対して不公平を感じるが、どのよ
うにお考えか。それとも高校存続のため
には在校生14名だけに給付して、 他の子
どもたちは我慢してもらうような感覚な
のか。

Ａ 就職する人に対しては例えば住宅
環境の支援などを考えていく。既に町外
の高校に進学している生徒には不公平で
はないかということだが、 今年からの制
度を導入するとなるとそこまではカバー
できない。

臨時会での質疑と回答を抜粋
して掲載します。
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●
貯
氷
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
制
定

　

雄
武
町
貯
氷
施
設
の
整
備
に
伴

い
、
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定
が
必
要
と
な
る
た
め
。

●
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
者

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
よ
る
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
者
の
整
理
並
び
に
地
方
教
育

行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
く
学
校
運
営
協
議
会

の
設
置
に
伴
う
も
の
。

●
中
小
企
業
等
融
資
あ
っ
せ
ん
条

例
の
一
部
改
正

　

令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
を
期

限
と
す
る
中
小
企
業
等
へ
の
融
資

あ
っ
せ
ん
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

中
小
企
業
等
に
対
す
る
経
営
安
定

及
び
基
盤
強
化
を
図
る
た
め
。

●
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部

改
正

　

道
路
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
う

も
の
。

●
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

　

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
い
、
雄
武
町
職
員
定
数
条

例
に
お
け
る
職
員
定
数
見
直
し
等

を
含
む
関
係
条
例
の
整
備
が
必
要

と
な
っ
た
た
め
。

●
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

等
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
　

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

等
の
施
行
に
よ
る
債
権
関
係
の
規

定
の
見
直
し
に
伴
い
、
町
営
住
宅

等
の
入
居
の
際
の
連
帯
保
証
人
の

届
出
を
不
要
と
し
、
代
わ
り
に
緊

急
連
絡
人
の
届
出
を
必
要
と
す
る

こ
と
及
び
文
言
整
理
の
た
め
。

●
学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備

　

学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
も
の
。

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条

例
の
一
部
改
正

　

情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る

行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利

便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の

簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め

の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通

信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
も
の
。

●
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
改
正
に

伴
う
も
の
。

●
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正

　

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
の
改
正
に
伴
う
も
の
。

●
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

行
令
の
一
部
改
正
及
び
技
術
士
法

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
の
施
行
に
よ
る
水
道
法
施
行
規

則
の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の
。

�

　
（
以
上
、
原
案
可
決
）

議審
果結

３月定 例 会

条

例

制

定

条

例

改

正

副
町
長
の
選
任

　

地
方
自
治
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
も
の
。

●
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
事
業
補

助
金
交
付
条
例
の
一
部
改
正

　

浄
化
槽
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
も
の
。

●
水
道
布
設
工
事
監
督
者
及
び
水

道
技
術
管
理
者
の
資
格
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
よ
る
水
道
法
施

　

佐
々
木　

幸　

博　

氏

　

任　

期　

　

令
和
２
年
４
月
１
日
～

　
　
　

令
和
６
年
３
月
31
日

�

（
原
案
同
意
）

◎
議　

長　

橋
詰
啓
史

◎
副
議
長　

長
野　

誠

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

委�

員�

長　

溝
田
昌
志

　

副
委
員
長　

佐
藤　

寧

　

委
員　

嶋
村
義
文
、遠
藤
友
宇
子
、

　
　
　
　

金
田
壽
夫
、
栁
原
浩
之

○
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

福
原
峯
雄

　

副
委
員
長　

遠
藤
友
宇
子

　

委
員　

長
野　

誠
、
嶋
村
義
文
、

　
　
　
　

金
田
壽
夫
、
栁
原
浩
之

○
議
会
運
営
委
員
会

　

委�

員�

長　

嶋
村
義
文

　

副
委
員
長　

福
原
峯
雄

　

委
員　

長
野　

誠
、
溝
田
昌
志

○
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

委�

員�

長　

溝
田
昌
志

　

副
委
員
長　

佐
藤　

寧

　

委
員　

遠
藤
友
宇
子
、
栁
原
浩
之

◎
議
員
選
出
監
査
委
員　

金
田
壽
夫

◎
紋
別
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

　

嶋
村
義
文
、
佐
藤　

寧

◎
西
紋
別
地
区
環
境
衛
生
施
設
組
合
議
会

　

議
員　

溝
田
昌
志
、
栁
原
浩
之

◎
広
域
紋
別
病
院
企
業
団
議
会

　

議
員　

遠
藤
友
宇
子

議
会
構
成

 

（
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
）
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Ｑ　商工会費繰越明許費、日の出岬整備事業
3465 千円はラルーナ周辺の木柵撤去工事の費
用か。その時期と撤去後の予定は。
Ａ産業振興課長　おっしゃるとおりです。雪解
け後、６月末～７月には観光客が入ってくるの
で６月上旬までには工事を終わらせたい。撤去
後にラルーナ右側部分の木柵部分、元のキャン
プ場奥にそれぞれ注意喚起の看板を設置する予
定です。
Ｑ　高校就学貸付金が 660 万円となっている
が、人数とその財源はどこか。
Ａ教育振興課長　貸付金件数は 2 月 10 日の
説明会で調査を行った件数で、７件分として予
算計上しています。財源については一般財源と
なります。
Ｑ　100 万円を限度に貸すとのことだが、７
件分で 660 万円ということは、そんなにたく
さん要らないという方がいたということか。先
日の臨時議会で高校就学のために基金を積んだ
が、今後もこういう一般財源を使った支出をす
るのか。
Ａ財務企画課長　基金として１億円を積んでい

ます。３月補正で基金を取り崩さなくても一般
財源で対応できるという見込みとなりました。
なるべく基金を温存した中で予算執行を行って
いきたいと考えます。
Ｑ　一般財源に余裕があったからそちらでや
る。今後もこういう形が起こると思われるが。
Ａ財務企画課長　当初予算ベースでは一般財
源、基金からの繰り入れと、該当するか未確認
ですが過疎債等の財源充当を考えています。基
金については「限りある財源」という認識のも
とで、できれば長く持たせるような形を取りた
いと考えます。今年は初年度であり、今後どの
ような需要があるかを含めて一般財源で対応で
きるもの、あるいは起債を使って財源確保でき
るものを優先して事業を進めていきます。その
年によって財源確保が難しいときは基金取り崩
しを行います。
Ｑ　学校プール改修工事 2805 万円の内容と、
補正計上の理由は。
Ａ教育振興課長　上屋鉄骨の腐食部分の交換と
部位改修を行い、その後、耐候性のある塗装に
改修し、破損したドアを交換します。繰越実施
は７月オープン時期に間に合う工期設定のため
です。

補正予算に対する 質 疑 応 答

工
事
請
負
契
約
変
更

（
専
決
処
分
）

条

例

制

定　

●
雄
武
地
区
配
水
管
更
新
工
事
請

負
契
約
の
変
更

変
更
前　

６
７
１
０
万
円

変
更
後　

６
７
９
９
万
１
千
円

契
約
の
相
手
方

　

日
東
建
設
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

久
保　

元

　

支
障
構
造
物
撤
去
等
の
追
加
に

伴
い
、
設
計
変
更
の
必
要
が
生
じ

た
こ
と
か
ら
原
契
約
金
額
を
増
額

す
る
。 臨

時
会

 

【
第
１
回
・
令
和
２
年
１
月
30
日
】

●
雄
武
高
等
学
校
卒
業
生
奨
学
金

等
条
例
の
制
定

　

北
海
道
雄
武
高
等
学
校
の
存
続

対
策
と
し
て
、
卒
業
生
に
対
す
る

奨
学
金
制
度
の
創
設
に
よ
る
人
材

育
成
と
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
。

　
●
雄
武
高
等
学
校
卒
業
生
奨
学
基

金
条
例
の
制
定

　

雄
武
高
等
学
校
卒
業
生
奨
学
金

等
条
例
に
基
づ
く
奨
学
金
の
給
付

及
び
就
学
貸
付
金
の
貸
付
制
度
の

安
定
的
な
運
営
の
た
め
基
金
の
設

置
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
。

�

（
以
上
、
原
案
可
決
）

　
条
例
制
定
2
件
（
雄
武
高
等
学
校

卒
業
生
奨
学
金
等
条
令
・
雄
武
高

等
学
校
卒
業
生
奨
学
基
金
条
例
）

に
つ
い
て
は
、
12
～
13
Ｐ
に
て
特

集
し
て
い
ま
す
。

●
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制

定
　

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
よ
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
等
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定

め
る
た
め
。
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一般会計（第10号）
　※第１回臨時会
1億1724万4千円を追加し、予算の総額を57億
8518万4千円とした。
【主な内容】
◇議会費　2万円増
　・議長交際費の増
◇総務費　1079万2千円増
　・ふるさと応援基金積立金の増ほか
◇衛生費　572万円増
　・最終処分場浸出水処理施設改修工事の増ほか
◇農林水産業費　54万2千円増
　・修繕料の増
◇教育費　1億17万円増
　・雄武高等学校卒業生奨学基金積立金の増ほか

一般会計（第11号）
6303万7千円を減額し、予算の総額を57億2214
万7千円とした。
◇議会費　173万1千円減
　・議員報酬の減ほか
◇総務費　2331万8千円増
　・職員住宅改修工事(繰越明許分)の増ほか
◇民生費　557万円増
　・幌内歴史と生活の家駐車場整備工事(繰越明
　　許分)の増ほか
◇衛生費　2472万7千円減
　・簡易水道事業特別会計繰出金の減ほか
◇農林水産業費　3858万7千円減
　・国営緊急農地再編整備事業雄武丘陵地区換地
　　業務委託料の減ほか
◇商工費　735万円減
　・中小企業等振興助成金の減ほか
◇土木費　3650万3千円減
　・橋梁修繕工事の減ほか
◇消防費　417万7千円減
　・紋別地区消防組合負担金単独分の減ほか
◇教育費　3008万2千円増
　・学校プール改修工事(繰越明許分)の増ほか
◇公債費　893万2千円減

　・長期債償還元金の減ほか

国民健康保険事業特別会計（第３号）
1698万6千円を追加し、予算の総額を7億2974万
8千円とした。
【主な内容】一般被保険者療養給付費の増ほか

簡易水道事業特別会計（第２号）
1267万6千円を減額し、予算の総額を3億9479万
1千円とした。
【主な内容】雄武地区配水管更新工事の減ほか

公共下水道事業特別会計（第２号）
8082万7千円を減額し、予算の総額を5億9168万
円とした。
【主な内容】し尿受入施設建設工事の減ほか

介護保険事業特別会計（第４号）
2485万6千円を追加し、予算の総額を5億1862万
6千円とした。
【主な内容】施設介護サービス給付費の増ほか

介護サービス事業特別会計（第２号）
102万5千円を減額し、予算の総額を9478万5千
円とした。
【主な内容】特別養護老人ホーム冷房設備工事の
減ほか

後期高齢者医療事業特別会計（第１号）
355万9千円を減額し、予算の総額を6732万5千
円とした。
【主な内容】保険料等負担金(保険料その他納付金
分)の減ほか

介護老人保健施設事業特別会計（第２号）
721万円を減額し、予算の総額を1億2457万1千
円とした。
【主な内容】臨時職員、パート職員賃金の減ほか

国民健康保険病院事業会計（第１号）
801万5千円を減額し、予算の総額を7億717万7
千円とした。
【主な内容】医師給の減ほか

令　和　元　年　度

補 正 予 算
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国民健康保険病院／日の出岬観光施設

○
外
来
診
療
体
制
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
度
末
の
、
病
床
の
一

部
（
26
床
）
を
老
健
に
転
換
し
た

以
降
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

常
勤
医
師
は
３
名
、
多
い
時
に

は
４
名
。
非
常
勤
医
師
で
は
今
も

引
き
続
き
旭
川
医
大
の
小
児
科
、

耳
鼻
咽
喉
科
の
医
師
の
派
遣
を
受

け
、
週
１
回
２
回
の
診
療
を
お
願

い
し
、
平
成
25
年
度
か
ら
非
常
勤

医
師
と
し
て
服
部
医
師
、
高
井
医

師
の
２
名
が
内
科
の
診
療
を
行
っ

て
い
た
。
平
成
28
年
度
か
ら
常
勤

医
師
が
桂
巻
院
長
の
み
。
平
成
30

年
度
に
は
医
療
連
携
で
旭
川
市
の

豊
岡
中
央
病
院
か
ら
医
師
の
派
遣

を
受
け
、
令
和
元
年
度
の
途
中
か

ら
は
北
海
道
地
域
医
療
振
興
財
団

に
短
期
診
療
を
依
頼
し
、
月
の
２

週
の
木
曜
と
金
曜
の
内
科
診
療
を

お
願
い
し
て
い
る
。

　

現
在
の
内
科
診
療
に
つ
い
て
は

月
曜
か
ら
水
曜
ま
で
が
服
部
医

師
、
木
曜
と
金
曜
が
豊
岡
中
央
病

院
と
北
海
道
地
域
医
療
振
興
財
団

か
ら
の
派
遣
医
師
と
が
週
ご
と
に

交
互
に
行
っ
て
い
る
状
況
。

○
外
来
患
者
数
の
推
移
に
つ
い
て

　

外
来
患
者
数
は
年
々
減
少
傾
向

に
あ
る
。
診
療
体
制
が
大
き
な
要

因
と
思
っ
て
い
る
が
、
人
口
減
少

も
あ
り
、
診
療
科
目
の
細
分
化
に

よ
り
、
専
門
的
な
医
療
機
関
に
行

く
方
も
い
る
。
内
科
と
整
形
外
科

は
専
門
の
医
師
が
い
な
く
な
っ
た
頃

か
ら
患
者
数
は
減
っ
て
き
て
い
る
。

　

小
児
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
に
つ
い

て
は
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
患
者
は
い

る
。
小
児
科
は
平
成
29
年
度
か
ら

毎
週
月
曜
か
ら
隔
週
月
曜
に
な
っ

た
関
係
で
患
者
数
は
減
少
し
て
い

る
状
況
に
あ
る
。

　

複
数
名
の
常
勤
医
師
が
い
た
頃

は
、
花
田
前
院
長
が
積
極
的
に
内

視
鏡
検
査
を
や
っ
て
い
た
が
、
内

視
鏡
検
査
を
や
る
こ
と
で
一
泊
入

院
で
の
診
療
を
し
て
い
た
の
で
、

入
院
患
者
数
に
も
数
値
が
出
て
い

た
。

　

１
日
平
均
外
来
患
者
数
で
は
、

今
年
の
部
分
は
10
月
ま
で
の
デ
ー

タ
だ
が
、
こ
れ
か
ら
風
邪
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
時
期
に

な
る
こ
と
か
ら
、
若
干
上
が
っ
て

い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
現
状

で
は
昨
年
か
ら
８
名
ほ
ど
減
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

○
入
院
患
者
数
の
推
移
に
つ
い
て

入
院
患
者
数
も
減
少
傾
向
に
あ
る
。

１
日
平
均
の
入
院
患
者
数
で
は
、

花
田
前
院
長
の
最
終
年
度
で
あ
る

平
成
27
年
度
か
ら
11
人
ほ
ど
で
推

移
し
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
人
口

の
推
移
も
載
せ
て
い
る
が
、
雄
武

町
の
人
口
も
減
っ
て
き
て
い
る
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
町
内
視
察

▼
日　
　
程　
令
和
元
年
11
月
29
日
㈮　
14
時
～

▼
視
察
内
容　
病
院
事
務
長
と
の
懇
談
、
施
設
の
視
察

○
老
健
稼
働
率
及
び
平
均
介
護
度

の
推
移
に
つ
い
て

　

年
間
稼
働
率
は
平
成
27
年
度
か

ら
平
成
30
年
度
ま
で
は
、
ほ
ぼ

90
％
で
推
移
し
て
い
る
が
、
本
年

度
は
80
・
８
％
と
い
う
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

　

本
年
度
は
体
調
を
崩
し
て
一
旦

病
院
に
入
院
し
て
も
、
戻
っ
て
く

※令和元年度の１日平均患者数（10 月末現在）69.6 人

入院患者数の推移（平成 24 ～ 30 年度）

※令和元年度の１日平均入院患者数（10 月末現在）10.3 人
人口の推移

※各年８月末日現在（外国人含む）

外来患者の推移（平成 23 ～ 30 年度）
23 24 25 26 27 28 29 30

内　　科 10,704 10,160 10,768 10,107 9,599 9,526 8,830 7,753
　（内　科） (9,095) (8,670) (9,349) (8,794) (8,246) (7,957) (7,866) (6,871)
（内小児） (1,609) (1,490) (1,419) (1,313) (1,353) (1,569) (964) (882)
外　　科 7,910 7,486 5,035 4,631 4,515 4,612 5,913 6,020

　（外　科） (7,421) (6,985) (4,493) (4,098) (3,716) (3,889) (5,149) (5,252)
　　（内耳鼻） (489) (501) (542) (533) (799) (723) (764) (768)

整形外科 7,668 7,566 9,915 10,165 8,915 7,690 5,609 4,554
消化器科 1,080 1,856 2,300 2,394 2,378 939 829 602

計 27,362 27,068 28,018 27,292 25,407 22,767 21,181 18,929
（１日平均） 112.1 110.5 114.8 111.4 104.5 92.9 87.2 77.8 

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30
内　　科 1,547 2,573 2,434 979 1,858 1,734 913 
外　　科 1,573 1,072 1,264 1,194 1,705 2,062 2,870 
整形外科 952 962 554 1,171 497 254 256 
消化器科 1,242 1,801 2,000 1,027 267 91 90 

計 5,314 6,408 6,252 4,371 4,327 4,141 4,129 
（１日平均） 14.6 17.6 17.1 11.9 11.9 11.3 11.3 

年　度 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1
人　口 4,941 4,882 4,789 4,694 4,597 4,573 4,500 4,455 
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る
こ
と
を
考
え
て
他
の
人
を
入
れ

ら
れ
な
い
状
況
も
あ
っ
た
。

　

待
機
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い

が
、
申
し
込
み
を
さ
れ
て
、
ほ
か

の
病
院
に
入
院
中
で
リ
ハ
ビ
リ
を

終
え
て
か
ら
入
っ
て
く
る
前
に
申

し
込
み
を
し
て
い
る
方
が
い
る
く

ら
い
。

　

空
け
て
る
と
収
入
が
減
な
の

で
、
努
め
て
入
れ
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

　

介
護
度
の
高
い
方
が
多
く
入
っ

て
い
る
た
め
、
平
均
介
護
度
は
平

成
30
年
度
か
ら
３
・
５
に
上
が
っ

た
。
感
覚
的
に
は
、
本
来
の
老
健

の
役
割
は
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
在
宅

に
帰
す
こ
と
が
原
則
で
あ
る
が
、

家
に
帰
っ
て
も
家
族
が
困
る
よ
う

な
重
度
の
方
で
、
特
養
に
入
り
た

い
け
ど
も
空
き
が
な
い
と
い
う
よ

う
な
場
合
に
、
施
設
長
の
判
断
に

よ
り
受
け
入
れ
を
し
て
い
る
た
め

介
護
度
も
上
が
っ
て
い
る
か
と

思
っ
て
い
る
。

○
質
疑
内
容

Ｑ
．
外
来
、
入
院
の
疾
患
別
デ
ー

タ
は
あ
る
か
。

Ａ
．
診
療
科
別
し
か
な
く
、
疾
患

別
デ
ー
タ
は
無
い
。

Ｑ
．
消
化
器
科
の
入
院
患
者
が
平

成
28
年
度
に
激
減
し
て
い
る

が
花
田
前
院
長
が
辞
め
た
か

ら
か
。

Ａ
．
消
化
器
科
の
減
少
は
そ
う
だ

と
思
う
。
長
期
の
入
院
患
者

で
は
な
く
、
カ
メ
ラ
検
査
を

行
う
際
の
１
日
入
院
の
患
者

数
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
る
影

響
が
あ
る
と
思
う
。

Ｑ
．
現
在
、
積
極
的
に
胃
・
大
腸

カ
メ
ラ
検
査
を
や
っ
て
い
る
か
。

Ａ
．積
極
的
に
は
や
っ
て
い
な
い
。

大
腸
カ
メ
ラ
検
査
は
や
っ
て

お
ら
ず
胃
カ
メ
ラ
検
査
の
み
。

Ｑ
．
病
院
に
手
術
室
が
あ
る
が
、

開
設
以
来
、
手
術
実
績
は
あ

る
か
。

Ａ
．
平
成
22
年
か
ら
平
成
24
年
ま

で
の
３
年
間
で
１
回
。
そ
れ

以
前
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
無
い

と
思
う
。

Ｑ
．
病
院
で
働
い
て
い
る
看
護
師

な
ど
ス
タ
ッ
フ
は
何
人
い
る

か
。
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

が
多
い
か
。

Ａ
．
11
月
１
日
現
在
で
は
常
勤
医

師
１
名
、
薬
剤
師
１
名
、
準
看

護
師
も
含
め
看
護
師
20
名
、
医

療
技
術
者
６
名
（
放
射
線
技
師

２
名
、
検
査
技
師
１
名
、
リ
ハ

ビ
リ
１
名
、
臨
床
工
学
技
士
２

名
）、
管
理
栄
養
士
１
名
、
事

務
４
名
、
臨
時
職
員
の
リ
ハ
ビ

リ
助
手
や
看
護
補
助
、
薬
局
助

手
、
窓
口
職
員
で
合
わ
せ
て
10

名
、
合
計
で
43
名
。
看
護
師
１

名
を
除
き
町
内
在
住

Ｑ
．
基
本
的
に
入
院
期
間
は
、
３

か
月
が
上
限
と
な
っ
て
い
る

の
か
。

○
公
立
・
公
的
病
院
の
再
編
統
合

に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
は
昨
年
９
月
26

日
、
全
国
の
１
，
４
５
５
の
公
立

病
院
や
日
赤
等
を
診
療
実
績
が
乏

し
い
等
の
理
由
か
ら
、
将
来
的
に

再
編
・
統
合
に
つ
い
て
議
論
が
必

要
な
病
院
と
し
て
424
の
病
院
名
を

公
表
し
た
。
北
海
道
内
で
は
54
病

院
が
該
当
し
、
雄
武
町
国
保
病
院

も
含
ま
れ
て
お
り
、
中
に
は
478
床

の
市
立
旭
川
病
院
も
あ
っ
た
。

　

国
は
従
来
の
青
年
・
壮
年
期
を

対
象
と
し
た
救
命
・
救
急
、
治
癒
、

社
会
復
帰
を
前
提
と
し
た
「
病
院

完
結
型
」
の
医
療
か
ら
、
高
齢
者

の
多
く
が
望
む
「
住
み
慣
れ
た
地

域
や
自
宅
で
の
生
活
」
を
支
え
る

こ
と
を
基
本
と
し
た
「
地
域
完
結

型
」
の
医
療
に
重
点
を
移
す
必
要

が
あ
る
と
の
考
え
方
か
ら
、
平
成

26
年
６
月
に
成
立
し
た
医
療
介
護

総
合
確
保
推
進
法
に
基
づ
き
都
道

府
県
に
対
し
２
０
２
５
年
を
見
据

え
た
「
地
域
医
療
構
想
」
を
策
定

す
る
こ
と
を
求
め
た
。

　

北
海
道
地
域
医
療
構
想
で
は
人

口
減
少
に
伴
う
病
床
数
に
つ
い
て

は
、
病
床
機
能
ご
と
の
必
要
量
に

つ
い
て
、
急
性
期
病
床
を
減
ら
し

回
復
期
病
床
を
増
や
す
内
容
と

し
、
そ
の
具
体
的
方
針
は
二
次
医

療
圏
域
単
位
で
検
討
し
、
平
成
30

年
度
末
に
は
各
圏
域
で
の
検
討
結

果
を
都
道
府
県
が
ま
と
め
た
。（
北

海
道
は
三
次
医
療
圏
域
が
６
区
域

に
、
二
次
医
療
圏
域
は
さ
ら
に
細

分
化
さ
れ
21
区
域
に
分
け
ら
れ
て

お
り
、
雄
武
町
は
１
市
６
町
１
村

で
構
成
す
る
遠
紋
圏
域
に
含
ま
れ

て
い
る
。）

　

こ
の
具
体
的
方
針
に
つ
い
て

は
、厚
生
労
働
省
が
設
置
す
る「
地

域
医
療
構
想
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
の
考
え
方
に
沿
う
も
の
で
は

な
く
、
令
和
元
年
６
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
経
済
財
政
運
営
と
改

革
の
基
本
方
針
２
０
１
９
」
に
よ

り
、
厚
生
労
働
省
で
は
診
療
実
績

等
の
分
析
結
果
と
し
て
一
定
の
基

準
を
設
け
、
そ
の
基
準
に
満
た
な

い
全
国
424
の
公
立
・
公
的
医
療
機

関
名
が
今
回
、
公
表
さ
れ
た
。

　

こ
の
分
析
内
容
は
２
種
類
に
分

け
ら
れ
、「
各
分
析
項
目
に
つ
い

て
診
療
実
績
が
特
に
少
な
い
」と
、

「
各
分
析
項
目
に
つ
い
て
、
構
想

区
域
内
に
一
定
以
上
の
診
療
実
績

を
有
す
る
医
療
機
関
が
２
つ
以
上

あ
り
、
か
つ
、
お
互
い
の
所
在
地

が
近
接
し
て
い
る
」
と
い
う
も
の

で
あ
り
、
雄
武
町
国
保
病
院
は
一

つ
目
の
「
診
療
実
績
が
特
に
少
な

い
」
に
該
当
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
分
析
項
目
の
９
領
域
と

は
が
ん
、
心
疾
患
、
脳
卒
中
、
救

急
、
小
児
、
周
産
期
、
災
害
、
へ

き
地
、
研
修
、
派
遣
機
能
で
あ
っ

た
。
な
お
、
所
在
地
の
近
接
と
い

う
距
離
の
目
安
に
つ
い
て
は
20
㎞

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
病
院
名
の

公
表
後
、
全
国
知
事
会
、
市
長
会
、

町
村
会
を
は
じ
め
、
全
国
自
治
体

病
院
協
議
会
な
ど
か
ら
厚
生
労
働

省
に
対
し
意
見
書
の
提
出
な
ど
が

行
わ
れ
、
反
発
の
声
が
上
が
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
。

①
厚
生
労
働
省
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
に
町
村
の
代
表
は
参

加
し
て
お
ら
ず
、
十
分
な
情

報
提
供
が
な
く
唐
突
に
発
表

さ
れ
た
。

②
全
国
一
律
の
基
準
に
よ
る
分
析

の
み
を
用
い
て
病
院
名
を
公

表
し
た
。
地
域
の
命
と
健
康

を
守
る
最
後
の
砦
で
あ
る
自

治
体
病
院
が
機
械
的
に
再
編

統
合
さ
れ
る
と
い
う
住
民
不

安
を
招
き
か
ね
ず
、
地
域
の

Ａ
．
病
床
の
種
類
に
も
よ
る
が
、

雄
武
は
一
般
（
急
性
期
）
病

床
な
の
で
21
日
で
す
。
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個
別
事
情
を
無
視
す
る
も
の

で
公
平
で
は
な
い
。

③
公
立
・
公
的
医
療
機
関
は
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
基

幹
的
な
医
療
機
関
と
し
て
の

使
命
と
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

離
島
や
山
間
部
を
は
じ
め
民

間
医
療
機
関
の
立
地
が
困
難

な
過
疎
地
等
の
条
件
不
利
地

域
に
お
い
て
は
、
住
民
が
住

み
慣
れ
た
地
域
に
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
不
可

欠
な
存
在
で
あ
る
。

④
将
来
の
地
域
医
療
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
「
地
域
医
療
構
想

調
整
会
議
」
に
お
い
て
関
係

者
間
で
丁
寧
な
協
議
検
討
を

行
い
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
国
が
強
制
的
に
再
編
統

合
を
押
し
付
け
る
べ
き
も
の

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

⑤
民
間
医
療
機
関
の
資
料
も
公
表

し
、
同
じ
観
点
か
ら
議
論
し

な
け
れ
ば
、
将
来
を
見
据
え

た
住
民
視
点
の
地
域
医
療
構

想
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
。

⑥
公
表
さ
れ
た
病
院
へ
の
就
職
を

回
避
す
る
医
療
従
事
者
が
発

生
す
る
。

⑦
北
海
道
は
広
大
な
面
積
を
有
し

て
お
り
、
近
隣
市
町
と
の
距

離
も
あ
る
た
め
、
都
市
部
を

含
め
た
全
国
一
律
の
基
準
と

は
な
ら
な
い
。
特
有
の
地
域

事
情
を
考
慮
し
て
検
討
す
べ

き
。

⑧
過
疎
化
の
加
速
に
繋
が
る
。

　

こ
れ
を
受
け
て
厚
生
労
働
省
は

各
地
方
で
意
見
交
換
会
を
行
う
こ

と
と
し
、
北
海
道
で
も
10
月
23
日

に
札
幌
市
で
実
施
さ
れ
、
今
回
の

病
院
名
公
表
に
よ
り
住
民
や
病
院

関
係
者
に
大
き
な
不
安
を
与
え
た

こ
と
を
反
省
し
て
い
る
と
前
置
き

し
た
上
で
、
次
の
と
お
り
説
明
し

た
。

▼
分
析
デ
ー
タ
の
公
表
に
至
る
ま

で
の
十
分
な
説
明
が
で
き
ず
、

厚
生
労
働
省
の
思
い
と
は
違

う
形
で
伝
わ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
は
丁
寧
に
説

明
し
た
い
。

▼
今
回
の
分
析
デ
ー
タ
は
、
全

国
の
急
性
期
に
係
る
医
療
機

能
に
つ
い
て
可
視
化
の
観
点

か
ら
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、

人
口
減
少
の
中
で
住
民
の
最

後
の
砦
と
な
る
自
治
体
病
院

や
既
に
病
院
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
る
病
院
も
あ
る
中
で
、

地
域
の
実
情
を
反
映
さ
せ
た

も
の
で
は
な
い
。

▼
今
回
の
公
表
は
地
域
（
圏
域
の

調
整
会
議
）
の
議
論
の
活
性

化
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ

り
、
名
前
が
挙
が
っ
た
病
院

に
対
し
て
、
国
が
何
ら
強
制

す
る
も
の
で
な
い
。

　

※
議
論
の
結
果
、
調
整
会
議
の

同
意
の
下
で
あ
れ
ば
、
現
状
と
変

更
の
無
い
場
合
も
想
定
さ
れ
る
。

○
当
院
が
考
慮
す
べ
き
こ
と

【
病
床
機
能
の
転
換
】

　

現
在
当
院
の
病
床
機
能
は
急
性

期
で
す
が
、
国
が
求
め
る
回
復
期

へ
の
転
換
を
考
え
た
際
に
は
病
院

と
し
て
リ
ハ
ビ
リ
機
能
を
充
実
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
基
準
で

は
現
在
人
材
確
保
が
困
難
な
理
学

療
法
士
及
び
作
業
療
法
士
の
採
用

が
必
要
。
ま
た
、
当
院
は
平
成
23

年
度
末
に
慢
性
期
病
床
26
床
を
老

健
に
転
換
し
て
お
り
、
介
護
認
定

の
有
無
の
違
い
は
あ
る
が
「
リ
ハ

ビ
リ
を
し
て
在
宅
復
帰
を
目
指

す
」
と
い
う
同
一
の
目
的
を
持
つ

こ
と
と
な
る
。

【
病
床
の
削
減
】

　

現
在
は
25
床
で
す
が
病
床
を
削

減
し
た
場
合
、
再
度
増
や
す
こ
と

は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
。
病
床
削

減
に
つ
い
て
は
慎
重
に
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
国
は
病
床
を
削
減
し

収
益
減
と
な
る
病
院
に
対
し
て
財

政
支
援
策
を
検
討
し
て
い
る
が
、

長
く
続
く
も
の
で
は
な
い
と
想
定

さ
れ
る
。

　

仮
に
有
床
診
療
所
（
19
床
）
と

し
た
場
合
に
は
経
費
の
削
減
は
見

込
め
る
が
、
救
急
指
定
を
受
け
ら

れ
な
い
た
め
、
24
時
間
救
急
受
入

は
で
き
な
く
な
る
。

【
当
面
の
方
向
性
（
案
）】

　

当
院
は
既
に
病
床
削
減
を
行
っ

て
い
る
こ
と
や
、
高
齢
化
の
進
展

と
と
も
に
要
介
護
者
の
増
加
も
想

定
さ
れ
る
中
、
回
復
期
病
床
へ
転

換
し
た
場
合
の
機
能
は
現
有
の
老

健
施
設
で
も
補
え
、
転
換
の
メ

リ
ッ
ト
は
あ
ま
り
無
い
。
従
来
の

急
性
期
病
床
を
維
持
し
て
い
く
方

向
で
協
議
に
臨
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
る
。

【
そ
の
他
】

　

現
在
、
議
論
さ
れ
て
い
る
地
域

医
療
構
想
調
整
会
議
で
は
入
院
に

係
る
病
床
機
能
に
特
化
し
た
議
論

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
将
来
を
見

据
え
て
効
率
的
な
医
療
提
供
体
制

を
維
持
し
て
い
く
た
め
外
来
医
療

の
あ
り
方
も
一
体
的
に
議
論
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
北
海

道
で
は
「
北
海
道
外
来
医
療
計
画

（
仮
称
）」
を
策
定
し
て
い
る
と
こ

ろ
。
今
後
、
遠
紋
圏
域
地
域
医
療

構
想
調
整
会
議
で
は
外
来
診
療
体

制
に
関
し
て
も
将
来
を
見
据
え
た

議
論
が
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
。

○
質
疑
内
容

Ｑ
．
北
海
道
外
来
医
療
計
画
中
身
は
。

Ａ
．
同
じ
診
療
科
目
を
標
榜
し
て

お
り
競
合
す
る
よ
う
な
と
こ

ろ
を
ま
と
め
て
い
き
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
る
の
と
、
医

療
機
器
を
共
同
で
使
う
な
ど
、

効
率
化
の
部
分
も
含
ま
れ
て

い
る
。

Ｑ
．
回
復
期
病
床
と
は
老
建
み
た

い
な
も
の
か
。

Ａ
．
機
能
的
に
は
そ
う
い
う
も
の

で
、
リ
ハ
ビ
リ
に
重
点
化
し
て

入
院
可
能
日
数
は
長
く
な
る
。

例
と
し
て
は
、
ほ
か
の
病
院

で
治
療
を
受
け
て
在
宅
に
戻

る
ま
で
21
日
を
過
ぎ
た
場
合
、

回
復
を
す
る
た
め
に
転
院
し
、

こ
ち
ら
で
受
け
る
と
い
う
形
、

治
療
と
い
う
よ
り
も
回
復
に

向
け
た
リ
ハ
ビ
リ
等
の
作
業

を
す
る
こ
と
と
な
る
。

Ｑ
．
よ
っ
て
理
学
療
法
士
と
作
業

療
法
士
の
配
置
が
必
要
と
な

る
の
だ
ろ
う
が
、
国
が
そ
う

い
う
人
材
を
積
極
的
に
養
成

し
な
い
で
、
転
換
を
進
め
る

の
は
無
茶
で
は
。

Ａ
．
並
行
し
て
や
る
の
で
増
や

す
だ
と
か
、
確
保
し
や
す
く

す
る
の
で
転
換
し
な
さ
い
と

い
う
こ
と
な
ら
分
か
る
け
ど

も
、
転
換
ば
か
り
な
の
で
困
っ

て
い
る
。
医
師
も
足
り
な
い

し
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
、
薬
剤
師
、

放
射
線
技
師
も
足
り
な
い
。

Ｑ
．
看
護
師
は
足
り
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
現
状
で
は
４
名
不
足
で
、
勤

務
体
制
を
ぎ
り
ぎ
り
回
し
て

い
る
。
理
想
と
し
て
は
あ
と

４
名
必
要
。
今
は
契
約
と
い

う
形
で
紹
介
業
者
を
通
じ
て

雇
っ
て
い
る
看
護
師
が
４
名

い
る
。

Ｑ
．
24
時
間
救
急
受
入
体
制
を
取
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れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
、
日
中
以
外
は
興
部
ま
で

直
接
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
。

Ａ
．
救
急
告
示
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
か
ら
、
現
在
一
番
近
い

と
こ
ろ
で
興
部
に
な
る
。
さ
っ

き
の
20
㎞
基
準
っ
て
い
う
の

も
北
海
道
は
市
町
村
の
面
積

が
広
い
の
で
、
例
え
ば
幌
内
か

ら
搬
送
す
る
場
合
に
興
部
だ

と
20
㎞
で
は
収
ま
ら
な
い
。
会

議
室
だ
け
で
の
議
論
で
あ
っ

て
、
地
域
の
実
態
を
ど
う
捉

え
て
い
る
の
か
と
思
う
。

Ｑ
．
回
復
期
病
床
に
転
換
さ
せ

た
場
合
の
コ
ス
ト
等
を
検
討

し
た
上
で
、
急
性
期
病
床
の

ま
ま
維
持
し
て
い
く
結
論
に

至
っ
た
の
か
。

Ａ
．
そ
の
方
向
が
今
の
と
こ
ろ
ベ

ス
ト
で
は
な
い
か
と
い
う
事

務
的
な
判
断
。
こ
れ
は
町
長

の
判
断
で
は
な
く
、
事
務
的

な
考
え
と
し
て
作
業
療
法
士
、

理
学
療
法
士
を
雇
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
コ
ス
ト
を
考
え

る
と
、
や
は
り
そ
こ
に
な
る
の

か
な
と
い
う
こ
と
。
若
し
く

は
回
復
期
で
は
な
い
と
す
れ

ば
老
健
に
し
て
し
ま
う
話
に

も
な
る
の
で
、
そ
の
辺
の
考

え
方
は
整
理
が
必
要
だ
と
思

う
。
当
面
は
急
性
期
病
床
の

ま
ま
で
、
回
復
期
病
床
と
半
々

と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

看
護
師
が
倍
の
配
置
と
な
り

現
実
的
に
は
厳
し
い
。

Ｑ
．
今
、
急
性
期
病
床
が
25
あ

る
が
、
何
床
か
を
転
換
し
て
、

そ
れ
を
老
健
に
す
る
こ
と
は

可
能
か
。

Ａ
．
病
院
と
し
て
の
機
能
が
無

く
な
る
の
で
、
救
急
受
入
が

で
き
な
く
な
る
。
病
床
と
し

て
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
可
能
性
が
あ
る
と
す

れ
ば
、
回
復
期
と
一
般
病
床

と
に
分
け
病
院
機
能
を
残
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
看
護
師
を
配
置

し
、
現
在
泊
り
を
２
人
で
行
っ

て
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
２
人

が
必
要
に
な
る
の
で
、
計
４

人
必
要
に
な
る
。

Ｑ
．
19
床
の
有
床
診
療
所
で
は
少

な
す
ぎ
る
の
で
20
床
以
上
は

必
要
と
い
う
こ
と
か
。

Ａ
．
病
床
だ
け
を
守
る
の
で
あ
れ

ば
19
床
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
も

問
題
無
い
と
思
う
が
、
24
時
間

救
急
を
考
え
る
と
、
病
院
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
な
れ
ば
当
然

看
護
師
も
減
り
、
医
療
ス
タ
ッ

フ
も
検
査
技
師
が
い
ら
な
く

な
り
、
必
須
が
少
な
く
な
る

の
で
、
そ
こ
を
や
り
ま
せ
ん

と
な
れ
ば
そ
れ
だ
け
削
減
に

は
な
る
。
広
域
的
な
話
で
は

雄
武
に
病
院
が
無
く
な
る
と
、

音
標
、
風
烈
布
く
ら
い
ま
で

は
雄
武
に
通
院
す
る
方
も
多

い
の
で
、
そ
の
方
は
ど
う
す

る
か
心
配
で
あ
る
。

Ｑ
．
有
床
診
療
所
に
な
っ
た
ら
人

工
透
析
は
ど
う
な
る
か
。

Ａ
．
透
析
は
外
来
治
療
で
す
の
で

問
題
な
く
で
き
る
。

Ｑ
．
24
時
間
救
急
の
受
入
の
部
分

が
大
き
な
問
題
と
い
う
こ
と
か
。

Ａ
．
そ
う
で
す
。
大
き
な
問
題
で
す
。

Ｑ
．
診
療
所
に
し
た
ら
、
今
い
る

看
護
師
や
検
査
技
師
が
職
を

失
う
こ
と
に
な
る
か
。

Ａ
．
可
能
性
は
あ
る
。
雇
っ
て

は
駄
目
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
が
、
必
須
で
は
な
い
の
で
、

経
営
と
し
て
考
え
た
時
に
残

す
必
要
性
が
あ
る
か
ど
う
か

と
い
う
話
に
な
る
。

Ｑ
．
最
終
判
断
は
町
長
か
。

Ａ
．
町
長
に
な
る
と
思
う
。
た

だ
、
常
勤
医
２
名
体
制
確
保

と
仰
っ
て
い
る
の
で
、
診
療

所
に
す
る
と
い
う
ふ
う
に
は

な
ら
な
い
の
か
な
と
思
う
。

Ｑ
．
常
勤
医
を
２
名
に
し
て
、
い

か
に
外
来
患
者
数
を
今
の
落

ち
込
み
か
ら
回
復
さ
せ
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
。
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
が
続
く
こ
と

は
、
町
の
財
政
に
と
っ
て
み

て
も
深
刻
な
問
題
だ
。

Ａ
．
方
向
性
と
し
て
は
急
性
期
の

維
持
で
進
め
る
が
、
国
が
地

域
医
療
構
想
の
実
現
に
や
る

気
を
出
し
て
い
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
急
性
期
維
持
を
打

ち
出
し
た
後
、
国
が
ど
う
出

て
く
る
の
か
な
と
い
う
部
分

は
当
然
あ
る
。

Ｑ
．
根
本
的
に
外
来
患
者
数
が
平

成
26
年
度
く
ら
い
の
水
準
ま

で
戻
れ
ば
、
物
事
は
好
転
す

る
か
。

Ａ
．
元
に
戻
っ
て
９
千
人
増
え

た
と
仮
定
し
、
現
在
は
外
来

一
人
当
た
り
の
単
価
が
７
千

円
位
な
の
で
、
単
純
計
算
で

６
千
３
百
万
円
位
医
業
収
入

が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。
な

お
、
実
際
に
は
診
療
科
に
よ
っ

て
単
価
は
異
な
る
。

Ｑ
．
６
千
万
円
増
え
る
と
良
い
方

向
に
進
む
か
。

Ａ
．
少
な
く
と
も
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
は
減
る
。
こ
れ
だ
け

の
収
益
が
増
え
れ
ば
、
そ
の
分

の
繰
入
が
要
ら
な
く
な
る
と

い
う
こ
と
。
今
が
３
億
４
千
万

円
く
ら
い
な
の
で
、
単
純
に

２
億
円
台
に
落
ち
る
と
い
う

こ
と
。

◎
視
察
所
感

　

雄
武
町
国
保
病
院
の
患
者
数
減

少
に
つ
い
て
肌
で
感
じ
て
い
た
部

分
は
あ
っ
た
が
、
今
回
デ
ー
タ
を

示
さ
れ
数
字
と
し
て
み
る
と
、
そ

の
大
き
な
落
ち
込
み
が
具
体
的
に

伝
わ
っ
て
き
た
。

　

平
成
30
年
度
と
そ
の
５
年
前
の

平
成
25
年
度
と
を
比
較
す
る
と
、

外
来
で
は
９
人
減
（
△
32
％
）、

入
院
で
は
２
，
２
７
９
人
減
（
△

35
％
）
で
あ
り
、
１
日
平
均
入
院

患
者
数
も
６
・
３
人
減
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
病
院
と
し
て
の

機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
患

者
数
の
減
少
に
伴
い
収
益
が
減
っ

て
そ
れ
を
補
う
た
め
に
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
を
し
て
お
り
、
現
状

で
は
町
財
政
を
圧
迫
し
な
が
ら
の

経
営
と
な
っ
て
い
る
。

　

経
営
改
善
方
法
の
ひ
と
つ
と
し

て
病
床
削
減
に
よ
る
診
療
所
化
も

考
え
ら
れ
る
が
、
夜
間
救
急
の
場

合
の
長
時
間
搬
送
や
雇
用
の
場
の

減
少
の
問
題
な
ど
が
今
回
の
懇
談

の
中
で
も
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

は
現
時
点
で
は
優
先
す
べ
き
方
法

で
は
な
い
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。

　

雄
武
町
が
安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
町
で
あ
る
た
め
に
も
、
24

時
間
救
急
受
入
を
絶
対
に
維
持
し

続
け
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
考
え

方
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
場
合
の

経
営
改
善
に
つ
い
て
は
、
医
療
機

関
の
基
本
的
部
分
で
あ
る
患
者
数

の
増
に
よ
る
増
益
を
図
る
の
が
最

良
で
あ
り
、
常
勤
医
２
名
体
制
確

保
だ
け
で
な
く
、
選
択
肢
の
多
い

中
で
も
選
ん
で
も
ら
え
る
病
院
を

目
指
し
、
医
療
内
容
や
医
療
体
制

の
向
上
が
大
事
で
は
な
い
か
と
感

じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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▼
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令
和
元
年
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月
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時
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▼
視
察
内
容　
日
の
出
岬
観
光
施
設
の
現
状
視
察
（
旧
オ
ホ
ー
ツ
ク

　
　
　
　
　
　
日
の
出
岬
セ
ン
タ
ー
、
展
望
台
ラ
・
ル
ー
ナ
、
サ
ン

　
　
　
　
　
　
ラ
イ
ズ
広
場
ス
テ
ー
ジ
）

【
旧
オ
ホ
ー
ツ
ク
日
の
出
岬
セ
ン

タ
ー
、
展
望
台
ラ
・
ル
ー
ナ
、
サ

ン
ラ
イ
ズ
広
場
ス
テ
ー
ジ
】

　

石
井
町
長
の
所
信
表
明
の
中

に
「
本
町
の
核
と
な
る
日
の
出
岬

エ
リ
ア
に
お
い
て
、
ホ
テ
ル
日
の

出
岬
周
辺
の
環
境
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
旧
オ
ホ
ー
ツ
ク
日
の

出
岬
セ
ン
タ
ー
の
再
利
用
も
考
え

た
日
の
出
岬
全
体
の
整
備
計
画
を

策
定
す
る
。」
と
あ
り
、
雄
武
町

の
観
光
拠
点
と
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
日
の
出
岬
観
光
施
設
の
現
状

を
把
握
す
る
た
め
に
視
察
を
行
っ

た
。

①　

旧
オ
ホ
ー
ツ
ク
日
の
出
岬
セ

　
　

ン
タ
ー

　

日
の
出
岬
駐
車
場
の
東
南
に
位

置
し
昭
和
59
年
10
月
に
建
設
さ

れ
、
食
堂
や
浴
室
を
備
え
た
施
設

で
あ
り
、
ホ
テ
ル
日
の
出
岬
が
開

業
す
る
ま
で
は
日
の
出
岬
観
光
の

拠
点
施
設
と
な
っ
て
い
た
。
平
成

10
年
12
月
の
ホ
テ
ル
開
業
後
は
ホ

テ
ル
従
業
員
の
宿
舎
と
し
て
数
年

間
の
利
用
の
後
、
平
成
15
年
８
月

か
ら
平
成
31
年
３
月
ま
で
町
内
の

民
間
業
者
に
賃
貸
し
て
い
た
が
、

こ
こ
数
年
は
使
用
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。

　

施
設
正
面
は
民
間
業
者
が
使
用

し
た
際
に
補
修
し
た
こ
と
も
あ
り

綺
麗
で
は
あ
る
が
、
海
側
壁
面
は

傷
ん
で
お
り
、
目
視
で
は
確
認
で

き
な
い
給
排
水
管
路
な
ど
で
は
建

設
か
ら
30
年
以
上
経
過
し
て
い
る

こ
と
か
ら
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
。

　

こ
の
施
設
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
外
壁
や
配
管
、
浄
化
槽
な
ど

修
繕
を
要
す
る
箇
所
が
多
い
と
思

わ
れ
る
が
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
一

望
で
き
る
絶
好
の
場
所
に
あ
り
、

積
極
的
に
活
用
す
べ
き
資
産
で
あ

る
。

　

再
利
用
に
あ
た
っ
て
は
ホ
テ
ル

日
の
出
岬
が
徒
歩
圏
内
に
あ
る
こ

と
を
考
慮
し
、
機
能
分
担
を
考
え

た
上
で
、
目
的
を
絞
っ
た
施
設
に

す
べ
き
と
考
え
る
。

② 

展
望
台
ラ
・
ル
ー
ナ

　

日
の
出
岬
の
突
端
に
は
以
前
は

木
造
の
展
望
台
が
あ
っ
た
が
、
平

成
４
年
12
月
に
現
在
の
総
ガ
ラ
ス

張
り
の
展
望
台
が
作
ら
れ
、
約
27

年
が
経
過
し
た
。

　

ト
イ
レ
、
暖
房
設
備
が
あ
る
こ

と
か
ら
初
日
の
出
を
見
に
来
る
観

光
客
も
お
り
、
年
間
を
通
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
施
設
で
あ
る
が
、

２
階
の
写
真
パ
ネ
ル
の
季
節
に
応

じ
た
入
れ
替
え
や
展
示
ス
ペ
ー
ス

の
拡
張
な
ど
、観
光
や
イ
ベ
ン
ト
、

特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
機
能
を
強
化
す
る

こ
と
も
必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、

岬
突
端
の
崖
と
な
っ
て
い
る
部
分

の
柵
が
朽
ち
て
支
柱
し
か
な
い
状

態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
安

全
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

整
備
の
際
に
は
景
観
を
阻
害
し
な

い
よ
う
配
慮
す
べ
き
と
考
え
る
。

③ 

サ
ン
ラ
イ
ズ
広
場
ス
テ
ー
ジ

　

日
の
出
岬
ま
つ
り
（
サ
ン
ラ
イ

ズ
・
ケ
ー
プ
・
カ
ー
ニ
バ
ル
）
を

開
催
し
て
い
た
際
に
は
、
そ
の
メ

イ
ン
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

た
が
、
平
成
17
年
の
イ
ベ
ン
ト
廃

止
以
降
は
活
用
さ
れ
る
こ
と
な
く

放
置
さ
れ
て
お
り
、
ガ
ラ
ス
や
ド

ア
等
も
破
損
し
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
。

　

サ
ン
ラ
イ
ズ
広
場
も
ブ
ロ
ッ
ク

の
隙
間
か
ら
雑
草
が
伸
び
て
い
る

な
ど
、
こ
の
ま
ま
だ
と
荒
廃
が
進

む
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

◎
視
察
所
感

　

平
成
30
年
９
月
に
策
定
さ
れ
た

雄
武
町
観
光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

お
い
て
も
、
日
の
出
岬
の
現
状
に

つ
い
て
、
観
光
の
メ
イ
ン
ス
ポ
ッ

ト
で
あ
る
が
、
遊
具
・
掲
示
板
・

柵
な
ど
の
経
年
劣
化
が
進
ん
で
お

り
、修
繕
が
必
要
で
あ
る
こ
と
と
、

サ
ン
ラ
イ
ズ
広
場
ス
テ
ー
ジ
や
日

の
出
岬
セ
ン
タ
ー
の
活
用
方
法
を

検
討
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
展
望
台
に
つ
い
て
は
展
示

し
て
い
る
写
真
が
古
く
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
改
善
す
る
必
要
が
あ

る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

海
浜
公
園
や
緑
地
公
園
、
サ
ン

ラ
イ
ズ
広
場
を
含
む
日
の
出
岬
の

活
用
方
法
で
は
、
映
画
上
映
や
星

空
見
学
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
、
冬

の
キ
ャ
ン
プ
が
例
示
さ
れ
て
い
る

が
、
現
在
に
至
っ
て
も
観
光
の
核

と
し
て
の
位
置
付
け
に
見
合
っ
た

活
発
な
取
り
組
み
が
見
ら
れ
な
い

の
は
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

　

日
の
出
岬
の
メ
イ
ン
施
設
は

ホ
テ
ル
と
キ
ャ
ン
プ
場
で
あ
る
。

キ
ャ
ン
プ
場
は
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

や
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
、
グ
ラ
ン
ピ
ン

グ
な
ど
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
の
全

て
に
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
な
こ

と
か
ら
、
近
隣
キ
ャ
ン
プ
場
の
性

格
を
踏
ま
え
た
上
で
整
備
の
方
向

性
を
決
定
し
、
そ
の
上
で
展
望
台

や
ス
テ
ー
ジ
、
日
の
出
岬
セ
ン

タ
ー
の
役
割
を
明
確
に
す
る
と
と

も
に
、
駐
車
場
や
海
浜
公
園
の
整

備
も
含
め
た
中
で
ゾ
ー
ン
形
成
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。



【令和元年】12月
12～13日　第7回定例会開催
　　19日　鈴木直道政経セミナー（札幌市）出席、
　　　　　議長
　　21日　旭川・紋別自動車道丸瀬布遠軽道路（遠
　　　　　軽瀬戸瀬ＩＣ－遠軽ＩＣ）開通記念式、
　　　　　通り初め式、開通祝賀会、道の駅「遠
　　　　　軽森のオホーツク」落成式（遠軽町）
　　　　　出席、議長
　　23日　龍神講魚霊祭・懇親会出席、議長
　　28日　雄武消防団歳末特別警戒督励式出席、
　　　　　議長

【令和２年】１月
　　１日　令和２年雄武神社元旦祭出席、議長
　　４日　令和２年雄武消防団出初式出席、議長
　　　　　ほか６名
　　６日　令和２年雄武町新年交礼会出席、議長
　　　　　ほか７名
　　〃　　令和２年雄武水産加工業協同組合・雄
　　　　　武鮮魚仲買人組合合同新年交礼会出
　　　　　席、議長ほか１名
　　10日　村上伸夫議員辞職願提出・許可
　　12日　令和２年雄武町成人式出席、議長ほか
　　　　　１名
　　16日　第１回議会広報特別委員会開催
　　21日　全員協議会開催
　　24日　第２回議会広報特別委員会開催
　　30日　第１回臨時会開催

	 	
２月
　　１日　令和元年度武雄市児童交流訪問団来町
　　　　　に伴う雄武町歓迎会出席、議長ほか３
　　　　　名
　　〃　　令和元年度武雄市児童交流訪問団来町
　　　　　に伴う引率者との懇親会出席、議長
　　８日　沢木小学校創立120周年記念式典出席、
　　　　　議長
20～21日　オホーツク町村議会議長会第2回定期
　　　　　総会（北見市）出席、議長
　　21日　興部警察署冬季特別術科訓練納会
　　　　　（興部町）出席、議長

３月  
　　３日　全員協議会開催
　　〃　　総務文教常任委員会委員並びに議会運
　　　　　営委員会委員に嶋村議員を指名
　　４日　議会運営委員会開催、互選により嶋村
　　　　　議員が委員長に就任
　　〃　　大漁祈願祭・龍神講大漁祈願祭出席、
　　　　　議長

 

編
集
あ
と
が
き

　

新
年
度
に
入
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
蔓
延
に
よ
り
各
種
行
事
も
次
々
と
延

期
や
中
止
に
な
り
、
暗
い
話
ば
か
り
で
す

が
、
明
け
な
い
夜
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
期

に
わ
た
る
戦
い
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
皆
さ
ん
で
助
け
合
い
、
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
。

　

危
機
の
根
本
に
は
根
源
的
な
要
因
が
あ

り
、
災
害
発
生
や
健
康
被
害
発
生
で
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
中
国

の
コ
ウ
モ
リ
が
根
源
と
さ
れ
動
物
由
来
感

染
症
（
動
物
か
ら
人
間
に
う
つ
る
病
気
）

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
（
諸
説
あ
り
）。

　

農
耕
社
会
が
始
ま
っ
て
か
ら
何
千
年
も

の
間
、
感
染
症
は
人
間
に
と
っ
て
大
き
な

脅
威
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。戦
史
で
は「
過

去
の
戦
い
を
踏
ま
え
て
現
在
を
認
識
し
将

来
の
戦
い
に
資
す
る
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
の
数
々
の
未
知
の
病
原
体
と

の
戦
い
や
、
今
ま
で
の
ど
の
病
原
体
よ
り

も
厄
介
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
感
染

拡
大
と
い
う
現
在
の
状
況
を
認
識
し
て
、

不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

　
『
明
る
い
未
来
の
為
に
』
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